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市の花制定記念「2008なかのバラまつり」が開幕　

  交差点　　…………………………１～４

  文化なかの …………………………１～８

今月の合冊

　　　市の花制定記念「2008なかのバラまつり」６月15日㈰まで開催中！

みんなで守ろう
           　　　自然環境 ……２



平成20年６月号３ 平成20年６月号 ２

　

市
で
は
、「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
」
の

実
現
を
目
指
し
て
、
水
辺
や
里
山
の
保
全

を
図
り
、
暮
ら
し
の
中
で
自
然
と
ふ
れ
あ

え
る
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

千
曲
川
の
周
辺
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

協
働
作
業
に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

支
援
の
内
容

　

次
の
内
容
の
環
境
保
全
活
動
を
行
う
際

に
、
必
要
な
原
材
料
の
支
給
や
重
機
借
り

上
げ
の
負
担
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
現
存
す
る
自
然
環
境
の
保
全
、
維
持

◇
損
な
わ
れ
た
自
然
環
境
の
回
復

◇
地
域
の
緑
化
や
花
づ
く
り

◇
景
色
風
景
の
名
所
の
保
全
、
新
た
な
名 

　
所
づ
く
り

　
※
支
援
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
者　

　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
所
在
し
て
い
る

市
民
、
事
業
者
の
方
で
支
援
を
希
望
さ
れ

る
方
。

応
募
方
法

　

市
役
所
環
境
課
に
設
置
し
て
あ
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
応
募
用
紙
は
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限　

七
月
三
十
一
日
㈭

　６月は「環境月間」です。この機会に環境保全の重要性を考え、行動に移してみましょう。
　また、６月５日は「環境の日」です。これは、１９７２年６月５日からストックホルムで開催された「国
連人間環境会議」を記念して定められたもので、国連では、６月５日を「世界環境デー」としています。

み
ん
な
で
守
ろ
う

　

中
野
市
は
、
高
社
山
や
斑
尾

山
、
夜
間
瀬
川
や
斑
尾
川
、
そ

し
て
本
市
の
中
央
を
南
北
に
流

れ
る
日
本
一
の
長
河
千
曲
川
な

ど
、
水
や
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然

が
広
が
る
ま
ち
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
自
然

を
大
切
に
保
護
し
て
い
く
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
の
美
し
い
自

然
環
境
を
守
り
、
将
来
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

四
月
か
ら
「
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
共
に

つ
く
る
ま
ち 
な
か
の
♪
」
を
め
ざ
す
環

境
像
と
し
、
新
た
な
中
野
市
環
境
基
本
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
行
動
に
移
し
実
行
す
る
組

織
と
し
て
、「（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議
」

の
早
期
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
会
議
を
円
滑
に
設
立
し

運
営
し
て
い
く
た
め
、
組
織
や
規
約
な
ど

を
話
し
合
う
「（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議

設
立
準
備
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

環
境
に
対
す
る
思
い
を
形
に
す
る
活
動

を
し
た
い
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

①
中
野
市
内
に
在
住
・
在
職
・
在
学
の
方

　

ま
た
は
市
内
の
事
業
者

②
月
一
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ

　

け
る
方

募
集
人
員　

十
五
人
程
度

活
動
内
容　
「（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議
」

の
設
立
に
向
け
て
の
企
画
運
営
準
備
活
動 

応
募
方
法　

市
役
所
環
境
課
に
設
置
し
て

あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
応
募
用
紙
は
市
の
公
式
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限　

八
月
二
十
九
日
㈮

そ
の
他　

報
酬
や
交
通
費
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

環
境
保
全
活
動
へ
の

支
援
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議
設
立

準
備
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

市の鳥「チョウゲンボウ」

チョウゲンボウ探鳥会

森の探検（自然観察会）

梨久保地区の棚田
から市街地を望む

特集

自
然
環
境

  ６月は環境月間



平成20年６月号５ 平成20年６月号 ４

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
を
処
理
す
る
場
合
は
、
決
め
ら

れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
し
ま

　昨年10月、可燃ごみ・埋立ごみの有料化に伴い、指定
ごみ袋を変更しました。この経過措置として、１年間は
旧（北信保健衛生施設組合）指定袋に証紙シールを貼り
付けてごみを出すことができましたが、10月からは旧指
定袋で出すことができなくなります。証紙シールを貼っ
て出してあっても収集されませんのでご注意ください。
　なお、余った証紙シールを引き取ることはできません
のでご了承ください。

し
ょ
う
。
分
別
す
る
の
が
面
倒
、
処
分
料

が
か
か
る
な
ど
の
身
勝
手
な
理
由
で
不
法

投
棄
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

近
年
、
家
電
四
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
）
の
不
法
投
棄

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
適
正
な
処
分
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
庭
ご
み
な
ど
の
廃
棄
物
を
不

　

不
快
な
に
お
い
で
困
っ
て
い
る
方
が
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
と
心
く
ば

り
で
、次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ま
め
に
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
に
お
い
の
発
生
す
る
作
業
は
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

○
良
い
に
お
い
で
も
、
強
さ
や
頻
度
に
よ
っ

て
不
快
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
堆
肥
な
ど
を
堆
積
す
る
と
き
は
、
シ
ー

ト
で
覆
う
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
に

適
切
に
焼
却
す
る
と
、
大
気
汚
染
や
悪
臭

が
発
生
し
生
活
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
併
科

　

こ
れ
ら
を
発
見
し
た
と
き
は
、

市
役
所
環
境
課
（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
４
７
・

２
４
５
）、
北
信
地
方
事
務
所
環
境
課
（
☎

�
３
１
１
１
）、
中
野
警
察
署
生
活
安
全

刑
事
課
（
☎
�
０
１
１
０
）
ま
た
は
、
不

法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
１
２
０
―

５ご
３み
０を
―
３み
８は
６ろう
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
野
外
焼
却

　

農
林
業
を
営
む
上
で
や
む
を
得
な
い
も

の
（
剪
定
枝
や
枯
れ
茎
等
）
な
ど
の
焼
却

は
野
外
焼
却
禁
止
の
例
外
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
焼
却
を
行
う
場
合

は
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不法投棄発見数 ( 市受付 ) の推移 平成19年度の公害苦情内容
件数 主　　な　　廃　　棄　　物 主　な　内　容

Ｈ13 13 冷蔵庫１、タイヤ1など 水質汚濁 油類等の流出、堆肥や廃オガ等の流出など
Ｈ14 44 テレビ12、冷蔵庫2、洗濯機1、タイヤ34、自転車1など 騒音 工場、道路交通騒音、生活騒音など
Ｈ15 62 テレビ11、冷蔵庫1、洗濯機3、タイヤ64、自転車15など

悪臭
堆肥や廃オガ、畜産、法で規制されない野

Ｈ16 77 テレビ17、冷蔵庫7、洗濯機5、タイヤ89、自転車10など 外焼却（稲わら、剪定枝、アスパラ）など
Ｈ17 91 テレビ14、冷蔵庫4、洗濯機5、タイヤ177、自転車36など 大気汚染 違法な野外焼却など
Ｈ18 117 テレビ32、冷蔵庫8、洗濯機7、タイヤ134、自転車50など ※野外焼却に起因する苦情受付処理件数58件
Ｈ19 68 テレビ44、冷蔵庫11、洗濯機9、タイヤ131、自転車15など

中野市における公害苦情件数の推移

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の

　
　
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
　

～
地
球
に
い
い
こ
と
　
は
じ
め
よ
う
！
～

　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境

活
動
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
興
味
や
関
心
に
基
づ
い

て
、
自
然
観
察
・
調
査
や
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
な
ど
、
地
域
で
身
近
に
で
き
る
地
球
に

や
さ
し
い
活
動
を
自
由
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

入
会
金
・
年
会
費
は
無
料
で
、
い
つ
で

も
登
録
で
き
ま
す
。メ
ン
バ
ー
に
な
る
と
、

メ
ン
バ
ー
ズ
バ
ッ
ジ
、
エ
コ
ロ
グ
（
環
境

記
録
ノ
ー
ト
）
な
ど
活
動
に
役
立
つ
キ
ッ

ト
や
情
報
誌
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。

　

地
域
や
学
校
な
ど
の
お
友
達
二
人
以
上

の
仲
間
（
メ
ン
バ
ー
）
と
、
活
動
を
支
え

る
大
人
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
一
名
以
上
と
し
、

市
役
所
環
境
課
に
置
い
て
あ
る
、
ま
た
は

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w.ecoclub.go.jp

）
の
登
録

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

市
役
所
環
境
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振

興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

 　

（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

　

募
集
の
詳
細
や
申
し
込
み
方
法
は
、
四

月
に
本
計
画
概
要
版
と
と
も
に
全
戸
配
布

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
役
所

環
境
課
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

提
出
先　

〒
三
八
三
‐
八
六
一
四　

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号　

中
野
市
役
所
環
境
課
環
境
係

フ
ァ
ッ
ク
ス　

�
５
９
２
３

Ｅ
メ
ー
ル kankyo@city.nakano.nagano.jp

不
法
投
棄
・
違
法
な
野
外
焼
却
は

犯
罪
で
す

悪
臭
に
注
意

も
う
一
度
見
直
そ
う  

ご
み
・
資
源
物
の
出
し
方

　

ご
み
・
資
源
物
の
排
出
ル
ー
ル
を
も
う

一
度
見
直
し
、
正
し
く
出
し
て
い
る
か
左

図
の
「
ご
み
・
資
源
物
の
正
し
い
出
し
方

チ
ェ
ッ
ク
表
」
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

排出ルール
□ 中野市（証紙付き）指定袋で出している　　　　　
□ 分別区分ごとの収集日を守っている　　　　　　
□ 朝８時（一部区域は７時30分）までに出している　　
□ 居住区の収集ステーションに出している　　　　
□ 全戸配布された冊子や収集日カレンダーを活用している
可燃ごみ
□ 生ごみの水分はよく切ってから袋に入れている
埋立ごみ
□ 埋立ごみはほとんど出ない
プラスチック製容器包装
□ 　マークの確認ができたもの又は容器や包装のみを入れ
     ている
□  汚れの取れないプラスチック製容器包装は、可燃ごみで 
　  出している

ごみ・資源物の正しい出し方チェック表
○
必
ず
指
定
袋
で
出
し
ま
し
ょ
う

　

可
燃
ご
み
・
埋
立
ご
み
は
、
必
ず
証
紙

付
き
の
中
野
市
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

旧
（
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
）
指
定

袋
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
証
紙
シ
ー

ル
を
貼
り
付
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
旧
指
定
袋
は
、
十
月
以
降
、
一
切

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

金
属
類
に
つ
い
て
は
、
北
信
保
健
衛
生
施

設
組
合
指
定
袋（
赤
）を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

○
出
す
日
時

　

収
集
当
日
の
朝
八
時
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
一
部
区
域
は
、七
時
三
十
分
ま
で
）

　

収
集
時
間
は
、
当
日
の
収
集
品
目
、
排

出
量
な
ど
に
よ
り
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

収
集
車
が
巡
回
し
た
後
に
出
さ
れ
た
ご

み
・
資
源
物
は
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

収
集
時
間
外
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
出
す
場
所

　

必
ず
居
住
区
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
道
路
沿
い
の
集
積
所
な
ど
に
、
他

の
区
か
ら
ご
み
を
持
ち
込
む
人
が
い
ま
す
。

絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
全
戸
配
布
し
て
あ
り
ま
す

「
ご
み
・
資
源
物
の
正
し
い
出
し
方
（
収

集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
）」
お
よ
び
「
ご
み
と

資
源
物
の
分
け
方
・
出
し
方
（
冊
子
）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

旧指定袋の使用期限
○可燃ごみ
収集日が月・金の区域 ９月29日
収集日が火・土の区域 ９月30日
○埋立ごみ
西条・岩船・平岡地区 ９月９日
中町・西町１～３・９組・松川・南宮団地・高
丘地区（大俣除く） ９月10日

西町４～８・10～14組・栗和田・一本木・日野
地区（東山除く）・七瀬・長嶺・大俣・長丘地
区・科野地区・倭地区

９月11日

吉田・泉 ９月16日
東町・東松川・普代・延徳地区 ９月17日
上小田中・下小田中（南宮団地除く）・東山・
東吉田（西町12組）・東江部・西江部・片塩 ９月18日

豊井地区・永田地区 ９月24日

ご注意ください！　可燃ごみ・埋立ごみ
旧指定袋を使用できる期間は９月までです

浄化槽を使用中の皆様へ
～法定検査を受けましょう～
　浄化槽は、適正な維持管理によってはじめ
てきれいな水を川に流すことができる装置で、
河川の汚濁を防ぐため年に１回、日ごろ行っ
ている保守点検や清掃とは別に、県知事が指
定した㈳長野県浄化槽協会が行う検査を受け
ることが義務づけられています。検査日程に
ついては㈳長野県浄化槽協会から通知されます。
～浄化槽の清掃を行いましょう～
　浄化槽に入った汚水は微生物の働きなどに
より浄化されますが、汚泥が発生します。こ
れを引き抜く清掃作業を年に１回以上実施す
ることが義務づけられています。清掃を依頼
する場合は、下記の許可業者にご連絡くださ
い。
・㈲中野環境サービス　
　中野市大字中野1559-1　☎（22）３０７２
・㈲徳竹クリーンサービス　
　中野市大字片塩78-2　　☎（22）４４６５
・小嶋重子　
　長野市豊野町大字豊野912　☎026（257）2196

※平成16年度以前の件数は旧中野市・旧豊田村の合計です
※次のものは、典型７公害といわれています
　水質汚濁、騒音、悪臭、大気汚染、土壌汚染、振動、地盤沈下

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
　  水質汚濁 17 10 23 23 39 2５ 21
　  騒音 3 6 6 12 4 14 7
　  悪臭 2 5 10 50 52 49 46
　  大気汚染 3 23 28 21 29 31 30
　  土壌汚染 4 2
　  振動 1 1 1 1 0
　  地盤沈下 1 0
 　 不法投棄 13 44 62 77 91 117 68
　  その他 3 5 5 6 14 3

（件数）

資源物の日曜回収を実施します
第２回資源物日曜回収
期日　６月22日㈰
時間　午前10時から午後３時まで
場所　西友中野駅前店
　詳細については、全戸配布したチラシを
ご覧ください。

問い合わせ先　市役所環境課(☎（22）２１１１ 環境係 内線２４７・衛生係 内線245)　
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特集

不
法
投
棄
お
よ
び

違
法
な
野
外
焼
却
の
刑
罰



平成20年６月号7 平成20年６月号 ６7

　平成２０年度から、国民健康保険などの医療保険者に対して、糖尿病などの生活習
慣病を予防し、メタボリックシンドロームの該当者および予備群を減少させること
を目的にした健康診査（特定健康診査）や、健診結果に基づき生活習慣改善の必要
度に応じた保健指導（特定保健指導）の実施が義務付けられました。
　あわせて、その実施計画の策定も義務付けられ、保険者ごとに実施者数などの目
標値を定めてその達成率が評価されることになりました。
　そのため、中野市国民健康保険においても、事業を効率かつ効果的に行うための
実施計画を策定しました。

計画の概要

　６月２日から８月２８日の間に、各地区を巡回して特定健診・
いきいき健診を実施しています。
健診対象者
１９～３９歳の方・・・いきいき健診
４０～７４歳の中野市国民健康保険加入者の方・・・特定健診
７５歳以上の方・・・いきいき健診
　４０～７４歳の被用者保険（社会保険等）の被扶養者の方につい
ては、各医療保険者から配布される受診券および保険証をお持
ちいただくと受診できます。なお、受診券については加入して
いる医療保険者にお尋ねください。

　高齢者医療制度の見直しにより、国
民健康保険被保険者全員が６５歳～７４歳
の世帯は、４月から世帯主の年金より
国民健康保険税の引き落とし（特別徴
収）が行われています。
　６月と８月の年金支給時においても、
仮徴収により国民健康保険税を特別徴
収させていただきます。10月からの税
額については、７月下旬に通知をお送
りしますのでご覧ください。
　ただし、世帯主が国民健康保険被保
険者以外の場合や、年金額が年額１８万
円未満の場合、また介護保険料と合わ
せた額が年金額の２分の１を超える場
合は、特別徴収は行われません。

（図２）目標実施率 （人）

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 国の参酌標準
(24年度)

40歳以上
対象者 4,215 4,680 5,132 5,571 6,497 ―

特定保健指
導対象者数 506 562 616 669 780 ―

実施率 (% ) 20.0 25.0 30.0 35.0 45.0 45.0 
実施者数 101 141 185 234 351 ―

（図３）目標実施率 （％）

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 国の参酌標準
(24年度)

メタボリックシ
ンドロームの該
当者及び予備群
の減少率

― ― ― ― 10.0 10.0 

（図１）目標実施率 （％）

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
国の参
酌標準

(24年度)

実施率 40.0 45.0 50.0 55.0 65.0 65.0 

特定健康診査等実施計画を
　　　　　　   策定しました

　平成24年度における特定健康診
査の実施率を65.0㌫としていま
す。
　平成20年度以降の実施率(目標)
を右図１のように定めています。

　平成24年度における特定保健指
導の実施率を45.0㌫としていま
す。
　この目標を達成するために、平
成20年度以降の実施率(目標)を右
図２のように定めています。

　平成24年度において、平成20年
度と比較したメタボリックシンド
ロームの該当者及び予備軍の減少
率を10㌫以上としています。

①特定健康診査
　集団健診…６月～８月
　個別健診（人間ドック）…通年
②特定保健指導
　通年

問　市役所福祉課国保医療係　☎�２１１１（内線 296）

♡特定健康診査等実施計画対象者　国民健康保険加入者で、40 ～ 74 歳の方

♡特定健康診査の
　　実施に係る目標

♡特定保健指導の
　　実施に係る目標

♡特定健康診査等の
　　実施の成果に係る目標

特定健診の実施方法

①特定健康診査の検査項目
　　詳細な検査項目を含めた法定の検査項目の
　ほか、次の項目を実施します。
　　・既往歴の調査、自覚症状および他覚症状
　　の有無の検査、身長、体重および腹囲の測
　　定、ＢＭＩの測定、血圧の測定、肝機能検
　　査、血中脂質検査、血糖検査、尿検査、貧
　　血検査、心電図検査(12誘導心電図)、眼底
　　検査

♡実施時期
　特定健診　　…各地区の公会堂などを巡回する集団健診
（集団検診）　　により健診機関に委託して実施します。
　特定健診　　…健診機関に委託し個別健診として特定健
（個別健診）　　診を実施します。
　特定保健指導…中野保健センターなどで実施します。

♡実施場所等

♡実施内容

②特定保健指導の実施方法
　　特定健診の結果に基づき、対象者を階層化

（情報提供、動機付け支援および積極的支援に
区分）し、個別訪問指導と集団健康教室の開催
などを行っていきます。

　　また、特定保健指導については、限られた財
源の中で効果的に実施する必要があるため、生
活習慣の改善効果の面等から年齢が比較的若い
方に重点をおき実施していきます。

　当計画については、評価委員
会を設置し、毎年評価委員会に
おいて見直しを検討します。
　また、平成22年度には２年間
の中間評価を行い、目標と大き
くかけ離れた場合、その他必要
がある場合には見直すこととし
ます。

特定健康診査等実施計画　　
　　　　の評価および見直し

特定健診・いきいき健診が始まっています

　現在、国民健康保険税を現金で納めている方は、金融機
関に加え、納税通知書に同封された納付書に限り、７月か
らコンビニエンスストアでも納めることができるようにな
ります。詳しくは、７月中旬に送付される納税通知書をご
覧ください。なお、口座振替の方は特に変更ありません。
！コンビニエンスストアで納められない納付書！
　①１期あたりの納付額が３０万円を超えるもの
　②バーコードが打ち出されていないもの
　③金額が訂正されているもの
　④納期限を２０日過ぎているもの
問い合わせ先　市役所税務課収納係
　　　　　　　☎（22）２１１１（内線227）　

国民健康保険税がコンビニエンスストア
で納められるようになります
国民健康保険税がコンビニエンスストア
で納められるようになります

年金からの国民健康保険税の特別徴収について

※実施計画の詳細については、ホームページをご覧ください。
　ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/news/2008_news/0805news/080523tokuken.htm
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土砂災害防災訓練が
　　　実施されました

　５月31日、土砂災害防止に関
する理解を深めていただこうと、
日野地区において土砂災害防災
訓練を実施しました。
　当日は、市役所内において災
害対策本部設置訓練を行い、続
いて日野小学校体育館で、土砂
災害を想定した情報収集訓練や
住民避難訓練等を実施しました。

問い合わせ先　市役所庶務課防災係（☎(22)２１１１内線２１０）
　　　　　　　豊田支所地域振興課総務係（☎(38)３１１１）

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

防災行政無線の放送内容を確認することができます
　市では、平常時や災害発生時の情報伝達体制を確保し、市民の
皆さんの安全を守るため、防災行政無線を市内に132基設置して
います。なお、住宅地のほぼ全域を通報可能範囲としましたが、
住宅の構造や風向き、スピーカーの向きや近隣の交通事情などに
より、聞きとりにくい状況になる場合があります。
　こうした場合、以下の方法によって放送内容を確認することが
できますので、ご利用ください。
①ＮＴＴ一般加入電話や携帯電話から確認する  
　０１２０－８９２－５６０(ハヤクキコウムセン)
　　　　　　　　　　　　　をダイヤル（通話無料）
②中野市公式ホームページから確認する 
　ＵＲＬ　http://www.city.nakano.nagano.jp
　パソコン：「暮らしの情報」⇒「防災行政無線放送」
　携帯電話：「トップページ防災情報」⇒「防災行政無線放送」
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中野市の産科医療について

　各機関が連携・協力して安心して産める医療体制を作っています。

　全国的に医師不足が問題となっている今、特に産科医が急速に減少しており、このままだと
産科の医療体制を維持できないという事態になりかねません。
　地域の産科医療を守るために私たちができることを考えてみましょう。

産科医療体制についてのご意見は　
北信保健所総務課へお寄せください。
☎０２６９（６２）３１０５
E-mail:hokuho-somu@pref.nagano.jp

妊娠中から育児まで、市の保健師が
相談を受け付けています。詳しくは
市役所子育て課まで
　☎（22）2111（内線 356）

不要不急の時間外受診をしない
　限られた人数で産科医療を担う医
師、看護師等医療スタッフの負担軽
減に協力しましょう。本当に緊急を
要する人が救急医療を受けられるよ
うに。

妊娠と思ったら、早めに医
療機関を受診し、市役所窓
口で母子健康手帳の交付を
受けましょう。

妊婦健診を受けましょう
　妊娠届出時に、県内医療機関で公費負担で健康診査が受けられる受診票をお渡しします。無料
受診券ではありません。健診の内容により個人負担がある場合があります。
　当市では本年度から公費負担で受診できる回数が５回に拡大されました。
　里帰りなどで県外の医療機関に受診される方は、県外用の受診票をお渡しします。里帰り前に
お申し出ください。

○安心してお産ができます

○安心してお産ができる体制を維持していくために

～安心してお産ができる医療体制の紹介～

地域周産期母子医療センター
（長野赤十字病院）

総合周産期母子医療センター
（県立こども病院）

高度周産期医療機関
（北信総合病院）

　異常分娩等のハイリスク
　分娩を担う医療機関

分娩を扱う産科医療機関
（保倉医院・北信総合病院）

分娩を扱わない医療機関
(すずきレディスクリニック)

⇨
⇧

⇨

⇨

⇨

⇧

⇧

受診

受診
紹介 紹介

必要に応じ
紹介
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特別・企業会計予算の執行状況

収 入 名 予 算 額

市 税 59 億 5,048 万円

地 方 交 付 税 45 億 2,633 万円

国 庫 支 出 金 15 億 0,399 万円

市 債 12 億 7,400 万円

諸 収 入 8 億 1,031 万円

県 支 出 金 7 億 9,721 万円

そ の 他 31 億 9,535 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　【59億3,038万円】（99.7％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【47億0,461万円】（103.9％）

      【7億9,598万円】（52.9％）

    【4 億 7,770 万円】 （37.5％ ） 

【6億7,851万円】（83.7％）

【4億3,792万円】（54.9％）

                     【20億5,675万円】（64.4％）
0 10億 20億 30億 40億 50億 60億

歳　入 収入済額　150億8,185万円
収入率　　83.5％

歳　出 支出済額　152億1,951万円
執行率　　84.3％支 出 名 予 算 額

民 生 費 43 億 7,113 万円

総 務 費 32 億 3,951 万円

公 債 費 24 億 7,062 万円

教 育 費 20 億 9,120 万円

土 木 費 19 億 3,551 万円

衛 生 費 14 億 9,504 万円

農 林 水 産 業 費 9 億 1,051 万円

そ の 他 15 億 4,415 万円

                                         【36億2,209万円】（82.9％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         【19億6,275万円】（60.6％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　    【24億6,774万円】（99.9％）

　　　　　　　　　　　　　　　　 【19億4,031万円】（92.8％）

　　　　　　　　　　　　　 　【16億8,628万円】（87.1％）

           【14億1,019万円】（94.3％）

     【8億4,949万円】（93.3％）

            【12億8,066万円】（82.9％）
0 10億 20億 30億 40億 50億

一般会計 予算額　180億 5,767万円
〈平成18年度繰越明許費・継続費逓次繰越分含む〉

　市では毎年２回、財政状況を市民の皆さんにお知らせしています。
　今回は、平成19年10月1日から平成20年３月31日までの財政状況で、市民の皆さんに
納めていただいた税金や国からの地方交付税等の歳入状況と、これにより行われたさま
ざまな事業の歳出状況をお知らせするものです。

財政状況 ～平成19年度下半期～

市
の
財
産

土 地 189万8,805㎡

建 物 21万8，503㎡

基 金 78億9,388万円

市
の
借
金

市 債 503億8,148万円

一時借入金 0円

債務負担
5億8，603万円（　　 ）将来にわたる

債務の負担

会 計 名 予 算 額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率
国民健康保険事業 50億9,785万円 42億6,634万円 83.7% 46億1,906万円 90.6%
老人保健医療事業 41億3,881万円 35億5,755万円 86.0% 35億4,967万円 85.8%
介 護 保 険 事 業 29億2,463万円 23億0,232万円 78.7% 25億1,880万円 86.1%
社会就労ｾﾝﾀｰ事業 1億0,026万円 8,958万円 89.3% 9,232万円 92.1%
住宅改修資金貸付事業 817万円 1,010万円 123.6% 807万円 98.6%
倭 財 産 区 事 業 310万円 225万円 72.8% 212万円 68.2%
永 田 財 産 区 事 業 93万円 86万円 92.2% 58万円 61.5%
中 野 財 産 区 事 業 1,210万円 1,222万円 101.0% 1,183万円 97.7%
情報通信施設事業 6,668万円 6,526万円 97.9% 5,889万円 88.3%
下 水 道 事 業 26億9,243万円 22億1,617万円 82.3% 26億4,213万円 98.1%
農業集落排水事業 5億6,857万円 5億3,959万円 94.9% 5億4,183万円 95.3%
水 道 事 業 13億1,540万円 19億9,175万円

　　　　　…予算額
　　【　】…支出済額
　　　　　…執行率（　）

　　　　　…予算額
　　【　】…収入済額
　　　　　…収入率（　）

教育委員長に再任

清水 正さん

委員長職務代理者に再任
　浦野良一さん

　市教育委員会では５月12
日、臨時教育委員会を開催
し、教育委員長に清水正さ
ん（中野・72歳）を再任し
ました。任期は５月12日か
ら来年５月11日までの１年
間です。
　また、委員長職務代理者
には浦野良一さん（新野・
54歳）を再任しました。

　

市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
診
断
結

果
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
耐
震
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
方
針

と
し
て
は
、
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
す
る
か
、
ま
た
は
、
耐
用
年
数

等
を
考
慮
す
る
中
で
、
建
て
替
え

を
行
う
か
投
資
効
率
お
よ
び
財
源

対
策
等
を
含
め
、
方
針
を
決
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
五
月
八
日
に
開
催
し
ま

し
た
、
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
は
、
五
月
中
に
方
針
を
示
し
て

ま
い
り
た
い
と
説
明
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

庁
内
で
検
討
会
議
を
開
催
し
、
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
本
庁

舎
の
耐
震
整
備
は
、
防
災
の
拠
点

と
な
る
こ
と
か
ら
当
然
必
要
で
あ

り
、
最
終
的
に
は
、
現
在
の
敷
地

の
中
で
全
面
改
築
が
最
も
望
ま
し

い
と
い
う
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
改
築
を

実
施
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
耐
震

補
強
を
行
う
の
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
平
成

二
十
一
年
度
中
に
は
整
備
方
法
を

含
め
、
時
期
的
な
も
の
に
つ
い
て

も
一
定
の
方
向
を
示
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
が
、
検
討
内
容
、
検
討

結
果
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様

に
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.nakano.

nagano.jp/new
s/2008_new

s/
0805new

s/080523taishin.htm

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
財
政
課
管
財
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

市
役
所
本
庁
舎
耐
震
診
断
結
果
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、
ふ

る
さ
と
等
の
自
治
体
へ
贈
る
「
寄

附
金
」
の
こ
と
で
、
市
で
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」
に
よ
り
い
た

だ
い
た
寄
附
金
を
活
用
し
、
市
が

目
指
す
都
市
像
「
緑
豊
か
な
ふ

る
さ
と 

文
化
が
香
る
元
気
な
ま

ち
」
実
現
に
向
け
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

市
外
に
ご
家
族
や
ご
親
類
が
お

住
ま
い
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ぜ
ひ
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
に
つ
い
て
お
伝
え
い
た
だ

き
、
「
ふ
る
さ
と
中
野
市
」
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
は
、

「
ふ
る
さ
と
」
に
対
し
貢
献
又
は

応
援
を
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の

思
い
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
、
応

援
し
た
い
地
方
公
共
団
体
（
出
身

地
に
限
ら
ず
、
全
国
す
べ
て
の
都

道
府
県
・
市
区
町
村
か
ら
自
由
に

選
択
可
能
）
に
寄
附
を
し
た
場

合
、
個
人
住
民
税
や
所
得
税
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
共
団
体
に
五
千
円
を
超
え
る

額
の
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
五
千

円
を
超
え
る
部
分
（
寄
附
金
―

五
千
円
）
に
つ
い
て
、
一
定
の
限

度
（
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
一

割
）
ま
で
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。

（
注
）
税
金
の
控
除
を
受
け
る
た

　
　
　
め
に
は
、
最
寄
り
の
税
務

　
　
　
署
へ
の
確
定
申
告
も
し
く

　
　
　
は
居
住
地
の
市
区
町
村
へ

　
　
　
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、

市
が
総
合
計
画
で
掲
げ
る
都
市
像

「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と 

文
化
が

香
る
元
気
な
ま
ち
」
実
現
に
向

け
、
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
い

た
し
ま
す
。

　

寄
附
者
の
方
に
は
、
『
緑
豊
か

な
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
』
（
環
境

保
全
、
都
市
基
盤
整
備
）
、
『
文

化
が
香
る
信
州
中
野
』
（
教
育
、

文
化
振
興
）
、
『
元
気
な
ま
ち
信

州
中
野
』
（
医
療
福
祉
、
産
業
振

興
、
市
民
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
）
、
『
市
長
に
お
ま
か
せ
信

州
中
野
』
（
市
政
全
般
）
の
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
ご
希
望
の
活

用
先
を
お
選
び
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.nakano.

nagano.jp/city/seisaku/
seisaku/hurusatonouzei.htm

【
寄
附
金
の
申
出
先
】

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

『
ふ
る
さ
と
寄
附
金（
納
税
制
度
）』

　
　
　
　
　
　
　
　
が
始
ま
り
ま
し
た
！

市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
、
ご
親
類
の
方
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
！

『
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
』

の
概
要

寄
附
金
の
活
用
先
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水
道
メ
ー
タ
ー
の

   

一
斉
交
換
を

　
　

   

行
い
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
「
計
量

法
」
に
よ
り
、
そ
の
有
効
期
間
が

八
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

市
で
は
、
有
効
期
間
が
満
了
す

る
前
に
、
新
し
い
水
道
メ
ー
タ
ー

に
交
換
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
平

成
十
二
年
に
製
造
し
た
メ
ー
タ
ー

を
、
市
が
委
託
し
た
水
道
工
事
業

者
が
六
月
か
ら
十
月
中
旬
の
間
に

交
換
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。メ

ー
タ
ー
交
換
時

 　
　
　

の
注
意
点

①
メ
ー
タ
ー
交
換
対
象
の
方
に
は

　

事
前
に
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ

　

い
た
し
ま
す
。

②
こ
の
メ
ー
タ
ー
交
換
の
工
事
費

　

用
は
、
市
が
負
担
し
ま
す
の
で

　

お
客
さ
ま
へ
の
費
用
の
請
求
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

③
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
立
会
い

　

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
不

　

在
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
）
ま
た
、
交
換
の

　

際
、
一
時
断
水
と
な
り
ま
す
の

　

で
、
断
水
で
問
題
が
発
生
す
る

　

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
日
時
等
を

　

水
道
工
事
業
者
と
打
ち
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い
。

④
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
給
水
管
に
鉛

　

管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

　

メ
ー
タ
ー
交
換
と
併
せ
て
布
設

　

替
工
事
を
行
い
ま
す
。
給
水
管

　

は
お
客
様
の
財
産
で
あ
り
ま
す

　

の
で
、
工
事
に
先
立
ち
承
諾
（

　

記
名
、
押
印
）
が
必
要
と
な
り

　

ま
す
の
で
、
水
道
工
事
業
者
が

　

訪
問
し
た
際
は
ご
協
力
を
お
願

　

い
し
ま
す
。
ま
た
、
鉛
管
の
取

　

替
え
に
対
す
る
お
客
様
へ
の
費

　

用
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
お

　

客
様
が
依
頼
さ
れ
た
工
事
に
つ

　

い
て
は
、
お
客
様
負
担
と
な
り

　

ま
す
。

⑤
日
頃
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

　

の
上
に
物
や
車
な
ど
を
置
か
な

　

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
交
換
工
事
後
に
、
メ
ー
タ
ー
付

　

近
か
ら
の
漏
水
等
を
発
見
し
た

　

場
合
は
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。 

漏
水
の
早
期
発
見

  

に
つ
い
て
お
願
い

　

お
客
さ
ま
の
敷
地
内
に
あ
る
水

道
管
は
、
原
則
と
し
て
お
客
さ
ま

自
身
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
敷
地
内
で
水
道

水
が
漏
れ
て
い
る
場
合
は
、
水
道

メ
ー
タ
ー
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　

大
切
な
水
を
ム
ダ
に
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
次
の
順
序
で
月
に

一
度
は
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

①
宅
内
の
蛇
口
な
ど
を
全
て
閉
め

　

て
く
だ
さ
い
。

②
量
水
器
の
蓋
を
開
け
、
水
道
メ

　

ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

③
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て

　

い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
も
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て

　

い
れ
ば
、
ど
こ
か
で
水
漏
れ
が

　

し
て
い
ま
す
。

　

漏
水
し
て
い
る
場
合
は
、
市
の

市
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
修
理
費
用

は
お
客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
イ
ラ
ー
、
温
水
器
、

給
湯
設
備
等
の
場
合
は
、
市
指
定

工
事
店
、
も
し
く
は
器
具
を
取
り

付
け
た
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
上
下
水
道
課
上
水
道
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

ま
た
は
営
業
係
（
内
線
２
８
４
）

（１）基本放送か多チャンネル放送（ＳＴＢ利用）のどちらかを選択していた
　　　だきます。
（２）今まで別にお申込みをいただいていた有料（ＣＳ）放送を基本（放送）
　　　使用料金でご覧いただけるようになります。（平成２３年７月頃まで）
（３）多チャンネル放送のご利用を希望される方は、ＳＴＢの申請書の提出が
　　　必要になります。
（４）アナログ放送終了（平成２３年７月頃）後はＳＴＢを設置しないとＢＳ、
　　　ＣＳ放送は視聴できなくなります。
　※ＳＴＢの設置や放送内容などについて詳しくは、加入者の方へ納入通知書
　　とともに５月下旬に発送しましたチラシ等をご覧ください。

中
野
市
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
加
入
者
の
皆
様
へ

　

中
野
市
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
有
線
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。
現
在
ご
覧
い
た
だ
い

て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
平
成
二

十
三
年
七
月
頃
ま
で
は
あ
わ
せ
て

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
貸
与
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｂ

（
セ
ッ
ト
・
ト
ッ
プ
・
ボ
ッ
ク
ス
）

の
設
置
を
申
請
さ
れ
た
加
入
者
の

皆
さ
ん
は
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

で
の
視
聴
が
可
能
と
な
り
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
ほ
か
、
Ｂ
Ｓ
、

Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
十
月
一
日
か
ら
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
放
送
で
の
視
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
平
成
二
十
年
六
月
二
十

七
日
㈮
ま
で
に
申
請
書
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
平
成
二
十
年
六
月
二

十
七
日
㈮
を
過
ぎ
て
も
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の

お
申
込
み
は
受
付
ま
す
が
、
視
聴

す
る
ま
で
に
三
ヶ
月
程
度
の
期
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
�
３
１
１
１

　

中
野
市
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
十
八
年
度
決
算
で
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
百
二
十
八

万
八
千
円
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金

が
百
八
十
三
万
円
で
計
三
百
十
一

万
八
千
円
を
使
用
料
収
入
以
外
か

ら
繰
入
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況

と
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
向
け
た
整
備

費
等
を
考
慮
し
、
平
成
二
十
年
十

月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
中
野
市

豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
有
線
テ
レ
ビ

使
用
料
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区　　分 平成 20 年９月 30 日まで 平成 20 年 10 月 1 日から

基本（放送）使用料 月額 1,600 円 月額 2,100 円

有料（ＣＳ）放送使用料 月額　500 円

多チャンネル放送使用料
　 月額 3,150 円

（ＳＴＢの設置が必要）

▼中野市豊田情報センター有線テレビ使用料（一般世帯の場合）

　

六
月
の
第
一
週
は
水
道
週
間
で

あ
り
、
こ
の
週
間
も
今
年
で
五
十

回
を
数
え
全
国
で
広
報
活
動
な
ど

を
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

　平成二十年度　水道週間スローガン

　ただいまァー
　蛇口ひねって

　　　　　 水ゴクリ

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
る
よ
う
に
、

水
道
は
今
や
日
本
の
ど
こ
に
い
て

も
蛇
口
を
ひ
ね
り
さ
え
す
れ
ば
使

え
る
ま
で
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
文
化
的
な
国
民
生
活
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動
を
支

え
る
た
め
の
必
要
不
可
欠
な
生
活

基
盤
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
週
間
は
更
に
皆
様
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
よ
り
質
の

高
い
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
水
道

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
蛇
口
を
ひ

ね
る
と
き
少
し
だ
け
、
水
に
思
い

を
馳
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

水の大切さを考えよう

 

　
　

　 

有
線
テ
レ
ビ
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
開
始
し
ま
す

　

夏
本
番
が
近
づ
く
中
、
い
よ
い

よ
市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
当
日
は
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
や
友
人

を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

期
間 

六
月
二
十
二
日
㈰
～
八
月

二
十
四
日
㈰
※
期
間
中
無
休

時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

（
七
月
十
九
日
～
八
月
十
七
日
は

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
六
時
）

料
金　

高
校
生
以
上
二
百
円
、

小
・
中
学
生
百
円
、
幼
児
無
料

※
小
学
校
三
年
生
以
下
は
保
護
者

　

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

施
設　

五
十
メ
ー
ト
ル
競
泳
コ
ー

ス
、
百
四
十
メ
ー
ト
ル
流
水
プ
ー

ル
、
幼
児
用
プ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

所
在
地　

岩
船
五
一
‐
八

そ
の
他　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
は
七
月
二
十

日
㈰
で
す
。
詳
し
く
は
、
七
月
三

日
㈭
発
行
予
定
の
「
広
報
な
か
の

七
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

期
間
中
は
、
市

民
プ
ー
ル
☎
�
７
７
２
０

期
間
以
外
は
、
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
振
興
係
（
☎
�
２
１
１
１

内
線
３
６
４
）

市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
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職員採用試験
　平成21年度採用予定の市職員採用上級試験を行います。受験を希望される方は、試験申込書により申し
込みをしてください。試験申込書は、市役所庶務課、市民ホール総合窓口案内、支所地域振興課、西部公
民館、北部公民館、永田窓口サービスステーション及び中野市ホームページにあります。

受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　☎ （22） ２１１１（内線 209・213）

　

市
で
は
、
行
政
改
革
を
公
正
に
、

よ
り
透
明
性
を
も
っ
て
推
進
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
事

務
事
業
等
を
評
価
し
て
い
た
だ
く
、

評
価
検
討
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員　

四
名
程
度

応
募
資
格　

中
野
市
に
住
所
を
有

す
る
二
十
歳
以
上
の
方

任
期　

一
年
（
無
報
酬
）
主
に
七

月
～
九
月
に
数
回
の
会
議
を
予
定

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
よ
り
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
政
策
情
報
課

に
あ
り
ま
す
。

応
募
締
切　

六
月
二
十
四
日
㈫

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
三
八
三
‐
八
六
一
四　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

中
野
市
役
所
政
策
情
報
課
行
政

管
理
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線

４
０
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル

gyosei@
city.nakano.nagano.jp

児
童
手
当
に
つ
い
て

　    

お
知
ら
せ
し
ま
す

現
況
届
の
提
出
は
六
月
中
に

　

児
童
手
当
の
認
定
を
受
け
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
毎
年
六
月
中

に｢

児
童
手
当
現
況
届
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
現
況
届
は
、

毎
年
六
月
一
日
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
給
で
き
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

認
定
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

に
は
、
六
月
上
旬
に
現
況
届
を

発
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
提
出
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、

六
月
分
以
降
の
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
ま
で
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
手
当
は
毎
年
二
月
・

六
月
・
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
受
給

で
き
ま
す
。

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写

　

し
ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書

（
国
民
年
金
加
入
の
方
は
提
出

　

不
要
）

○
前
住
所
地
の
市
町
村
が
発
行

　

す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明

　

書
（
平
成
二
十
年
一
月
一
日

　

現
在
、
中
野
市
に
住
所
が
な

　

か
っ
た
方
）

○
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出

　

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

所
得
制
限
に
よ
り

　
　
児
童
手
当
を
受
給

　
　
　
　
し
て
い
な
い
方

　

前
年
度
、
所
得
制
限
に
よ
り

児
童
手
当
が
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
で
も
、
家
族
の
状
況
、
所

得
お
よ
び
控
除
の
内
容
に
よ
り
、

児
童
手
当
が
受
給
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振
興
課

市
民
生
活
係
（
☎
�
３
１
１
１

内
線
１
３
３
）

情報公開制度・個人情報保護制度
       平成１９年度実施状況
　市では、市民参加による開かれた市政を進めるとと
もに、行政の透明化を図るために、情報公開制度・個
人情報保護制度を運用しています。
　平成１９年度中に、市民の皆さんがこれらの制度を利
用された状況は、公文書の公開請求が４件、自己情報
の開示の請求が３件でありました。
　各制度の運用状況は次のとおりです。
▼情報公開制度運用状況（単位：件）

請求先 請求
区　　分

公開 部分公開 非公開 文書不存在

市　長 4 0 4 0 0

▼個人情報保護制度運用状況（単位：件）

請求先 請求
区　　分

開示 一部開示 不開示 文書不存在 訂正等

教育委員会 3 3 0 0 0 0

問い合わせ先　市役所庶務課庶務文書係
　　　　　　　☎（22）２１１１（内線２１１）

～
事
務
事
業
評
価
検
討
委
員
を
募
集
し
ま
す
～

※今年度は上記のほかに、初級試験（一般事務）及び障害者を対象とする職員採用選考考査を予定してお
り、これらに関する受験資格の詳細につきましては、あらためて広報なかのや有線放送等でお知らせします。

旬
の
農
産
物
で

　
　
　
　

中
野
市
を
Ｐ
Ｒ

　

県
主
催
の
「
長
野
県
農
林
産

物
祭
り
」
が
、
東
京
都
港
区
麻

布
十
番
で
五
月
十
七
日
・
十
八

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
二
年
目
と
な
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
信
州
の
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
を
目
的
に
、

十
一
月
ま
で
の
第
三
土
・
日
曜

日
に
七
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
野
市
、
大
町
市
、

野
沢
温
泉
村
、
栄
村
が
出
店
、

ブ
ー
ス
に
は
自
慢
の
山
菜
や
農
産

物
、
特
産
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

中
野
市
で
は
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
さ
く
ら
ん
ぼ
と

巨
峰
セ
ッ
ト
、
バ
イ
リ
ン
グ
、
お

や
き
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

ど
の
商
品
も
、
売
れ
行
き
は
好

調
で
し
た
が
、
産
直
価
格
の
シ
ャ

ク
ヤ
ク
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
珍
し
さ

で
、
グ
リ
ー
ン
・
紫
・
ホ
ワ
イ
ト

の
三
色
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
特
に
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
田
農
産
物
加
工
施
設

利
用
組
合
の
お
や
き
も
昨
年
の

一
・
五
倍
の
売
り
上
げ
と
好
評
で

し
た
。

　

お
買
い
上
げ
の
お
客
様
に
は
、

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
・
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
の
Ｐ
Ｒ
広
告
入
り
エ
ノ
キ

タ
ケ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
観
光
宣
伝
も
行
い
ま

し
た
。

　

周
辺
は
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
な

ど
の
観
光
名
所
や
四
十
四
の
大

使
館
、
多
く
の
大
学
も
あ
る
土

地
柄
、
外
国
人
や
大
学
生
も
多

く
、
幅
広
い
消
費
者
層
に
、
中

野
市
産
の
新
鮮
安
全
な
農
産
物

や
中
野
市
の
観
光
名
所
を
Ｐ
Ｒ

す
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
二
日
間
で
六
千

人
余
り
が
訪
れ
ま
し
た
。

►
市
の
花
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
Ｐ
Ｒ

『中野市食育推進
　計画策定懇話会委員』
                を募集します

　

平
成
二
十
年
度
に
策
定
を
予
定

し
て
い
る
「
食
育
推
進
計
画
」
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
策
定
懇
話
会
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員　

二
名

応
募
資
格　

市
内
に
住
所
（
住
民

登
録
済
み
）
を
有
す
る
満
二
十
歳

以
上
の
方

任
期　

平
成
二
十
年
七
月
か
ら
一

年
以
内
（
計
画
策
定
ま
で
）

応
募
方
法　

「
食
育
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
考
え
を
四
百
字
以
内
（
形
式
は

問
い
ま
せ
ん
）
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、

健
康
長
寿
課
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

応
募
締
切　

六
月
二
十
五
日
㈬
午

後
五
時
ま
で
（
必
着
）

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

〒
三
八
三
‐
〇
〇
二
一

中
野
市
西
一
丁
目
一
番
七
号

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
健

康
長
寿
課
健
康
管
理
係
（
☎
�

２
１
１
１
内
線
３
６
８
）

Ｅ
メ
ー
ル

kenko@
city.nakano.nagano.jp 

試験区分
採用
予定
人員

受　験　資　格 第一次試験 受験申込
受付期間年齢 住所要件 その他要件 科目 日時・場所

上

級

行政 １名
程度

日本国籍を有
する者で、昭和
52年４月２日
から昭和62年
４月１日まで
に生まれた者

平成20年５月１
日現在、中野市
に住民登録があ
り、将来にわたっ
て居住する予定
の者（勉学など
で他へ居住して
いる者を含む）

大学卒業程度の学力
を有する者

・教養

・専門

・論文試験

・性格診断
  検査

・適応性
  検査

７月20日㈰ 
午前８時45分

中野市役所
会議室

６月２日㈪

６月20日㈮
建築 １名

日本国籍を有
する者で、昭
和52年４月２
日から昭和62
年４月１日ま
でに生まれた
者

学校教育法による大
学（短期大学を除く）
において、正規の建
築に関する課程を修
めて卒業した者また
は卒業見込みの者

保健師 １名
程度

日本国籍を有
する者で、昭
和52年４月２
日から昭和63
年４月１日ま
でに生まれた
者

保健師の資格を有す
る者（平成21年3月
31日までに当該資格
を取得する見込みの
者を含む）かつ、大
学卒業程度の学力を
有する者

～

市
の
事
務
事
業
の
見
直
し
に
参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
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例
え
ば
当
時
、
間
山
盛
隆
寺
を

借
用
し
て
設
立
さ
れ
た　

泉
（
れ

い
せ
ん
）
学
校
は
、
第
六
大
学
区
、

第
十
五
番
中
学
区
、
第
四
十
番
小

学
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

学
制
が
発
布
さ
れ
た
際
、
こ
れ

か
ら
始
め
る
日
本
国
の
教
育
方
針

を
太
政
官
布
告
と
し
て
国
民
に
知

ら
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
は
、
一
人
ひ
と
り
が

他
人
の
力
を
借
り
な
い
で
仕
事
を

し
っ
か
り
や
っ
て
、
家
業
を
反
映

さ
せ
、
一
生
安
心
し
て
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
勉

強
を
す
る
の
だ
、
と
学
校
の
必
要

性
を
人
々
の
立
身
、
治
産
に
結
び

つ
け
て
説
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

　
「
邑
（
む
ら
）
に
不
学
の
戸
な

く
、
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め

ん
こ
と
を
期
す
」

と
の
理
想
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

明
治
六
年
ご
ろ
か
ら
全
国
に
新

し
い
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
明
治

八
年
に
は
そ
の
数
も
二
万
四
千
校

を
超
え
ま
し
た
。

　

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
藩
は
県
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

現
在
の
長
野
県
は
、
長
野
県
と
筑

摩
県
の
二
つ
の
県
に
さ
れ
、
明
治

九
年
八
月
に
合
県
さ
れ
る
ま
で
約

五
年
間
続
き
ま
し
た
。

　

学
区
制
発
布
に
よ
っ
て
設
置

　

信
濃
の
国
は
、
私
塾
寺
子
屋

が
普
及
し
て
い
た
。
そ
の
数

は
、
私
塾
百
二
十
五
、
寺
子
屋

千
三
百
四
十
一
で
全
国
一
（
府

県
平
均
三
百
八
十
九
）
で
あ
り
、

師
匠
は
六
千
人
を
超
え
て
い
ま

し
た
。
（
県
教
育
史
第
一
巻
・

九
十
一
・
九
十
二
頁
か
ら
）

　

ま
ず
日
本
の
国
を
大
き
く
八
つ

の
大
学
区
に
分
け
る
（
翌
年
七
大

学
区
に
改
正
）
。
次
に
一
大
学
区

を
三
十
二
の
中
学
区
に
分
け
、
さ

ら
に
一
中
学
区
を
二
百
十
の
小
学

区
に
分
け
、
一
小
学
区
に
一
つ
の

小
学
校
を
つ
く
り
、
全
国
で
五
万

三
千
七
百
六
十
校
設
置
す
る
計
画

を
立
て
ま
し
た
。

　

今
の
中
野
市
に
当
た
る
地
域
は
、

新
潟
県
に
本
部
を
置
く
第
六
大
学

区
、
飯
山
に
本
部
を
置
い
た
第
十
五

番
中
学
区
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

１５ No.

◦編集◦
中野市教育委員会

子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
学校教育の移り変わり

幕
末
か
ら

　
　
明
治
維
新
の
こ
ろ

　明治５年（1872年）に学制が制定されてから、日本の教育制度が急速に整えられてきました。
また、国情、社会の変化に対応しながら教育のねらいや学ぶ内容も変わってきました。この130
余年の歩みをふりかえり、顕著なところを取り上げてみたいと思います。

さ
れ
た
小
学
校
は
、
明

治
八
年
に
は
筑
摩
県

六
百
五
十
六
校
、
長
野

県
三
百
三
十
九
校
、
合

わ
せ
て
九
百
九
十
五
校

で
し
た
。

　

現
在
の
長
野
県
の
小

学
校
数
は
約
四
百
校

で
す
か
ら
二
倍
余
の

学
校
数
に
な
り
ま
す
の

で
、
学
校
規
模
は
小
さ

く
、
少
人
数
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

就
学
率
で
は
、
筑
摩

県
が
七
十
一
㌫
、
長
野

県
が
五
十
五
㌫
で
、
設

置
校
数
・
就
学
率
と
も

に
筑
摩
県
が
全
国
第
一

位
で
、
長
野
県
は
第
二

位
で
し
た
。
（
全
国
平

均
は
、
三
十
五
㌫
）

（
図
説
長
野
県
の
歴
史

か
ら
）

　

音
楽
は
、
先
生
の
歌
っ
た
あ
と
、

ま
ね
て
歌
い
ま
す
。
掛
図
を
使
っ

て
の
勉
強
か
ら
、
学
年
別
・
段
階

編
集
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
教
科
書

が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
明
治
十
九
年
に
は
検
定
制
度

が
で
き
、
以
後
教
科
書
は
、
内
容

・
体
裁
と
も
著
し
く
整
備
さ
れ
て

す
べ
て
の
人
が
学
ぶ

　
　
近
代
学
校
の
は
じ
ま
り

「
学
制
」
学
校
設
置
の
全
国
計
画

い
き
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
二
年
に
は
、
大
日
本

帝
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
二
十
三

年
に
は
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」

が
発
布
さ
れ
、
日
本
の
国
は
、
富

国
強
兵
、
殖
産
興
業
の
方
向
に

向
っ
て
い
き
ま
し
た
。
教
育
に
関

す
る
勅
語
は
、
国
民
道
徳
及
び
国

民
教
育
の
根
本
理
念
を
明
示
し
、

そ
の
後
の
教
育
の
基
本
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

（
７
月
号
に
つ
づ
く
）

近
代
教
育
が
整
備
さ
れ

　
　
　
教
科
書
で
勉
強

　
　
　
　
す
る
よ
う
に
な
る

踊
り
連
募
集

　

踊
り
連
コ
ン
テ
ス
ト
・
仮
装
連

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
入
賞
し

た
連
に
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

七
月
二
十
六
日
㈯

時
間　

午
後
六
時　

踊
り
開
始

場
所　

市
街
地

募
集
締
切　

六
月
十
三
日
㈮

応
募
要
件　

詳
細
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
業
ブ
ー
ス

　  

出
店
者
募
集

　

昨
年
、
ご
好
評
を
頂
い
た
企
業

ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
。

　

今
年
も
、
出
店
い
た
だ
け
る
企

業
等
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

期
日　

七
月
二
十
六
日
㈯

時
間　

午
後
四
時
か
ら
九
時
ま
で

場
所　

松
川
区
民
会
館
南
側
駐
車

場
（
西
友
跡
地
）

出
店
資
格　

市
内
に
本
支
店
を
置

く
企
業
、
店
舗
等

募
集
締
切　

六
月
十
三
日
㈮

応
募
要
件　

詳
細
は
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
出
演
者
募
集

　

踊
り
開
始
前
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
す
。
ダ
ン
ス
等
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
お
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
出
演

者
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

期
日　

七
月
二
十
六
日
㈯

時
間　

午
後
五
時
か
ら
五
時
三
十

分
頃
ま
で

場
所　

南
照
寺
東
側
駐
車
場

募
集
締
切　

六
月
十
三
日
㈮

応
募
要
件　

詳
細
は
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

出
演
者
募
集
申
し
込
み

状
況
に
よ
り
募
集
締
め
切
り
日
前

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
推
進

会
事
務
局
（
市
役
所
商
工
観
光
課

☎
�
２
１
１
１
内
線
２
５
９
）

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。http://

www.city.nakano.nagano.jp/

教
育
の
方
針
（
太
政
官
布
告
）

そ
の
頃
の
長
野
県
は

▲明治時代の就学率（「目で見る教育百年のあゆみ」文部科学省）

  信州中野 故郷からの贈り物
「夏のギフトカタログ」発行
　
　売れる農業推進室では、市内の農産物や食品な
どを集めた『2008夏のギフトカタログ』を発行し
ました。このカタログは、６月中にふるさと信州
中野会員へ送付するほか、市内はもちろん、姉妹
都市の茨城県北茨城市と大分県竹田市全戸にも順
次全戸配布いたします。
　今回は、体験メニューや
生花なども加わり、より掲
載商品が充実した品揃えに
なっております。
　お世話になった方や親し
い方などへの贈り物にどう
ぞご利用ください。
問い合わせ先
中野市振興公社
☎（22）２１１１(内線２９９)　

７
／
26
㈯　

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
　
開
催

　第４回中野ションションまつりが、
７月26日㈯に市街地で開催されること
が決定しました。中野ションションま
つり推進会では、踊り連・企業ブース
出店者の募集をします。
　中野ションションまつりは、市民総
参加の夏祭り。皆さんが主役となる最
大のステージです。たくさんの仲間を
誘ってぜひご参加ください。

　

今
回
は
、
中
野
市
で
所
蔵
す
る

菊
池
契
月
の
作
品
を
約
二
十
点
展

示
し
ま
す
。
中
で
も
、
前
年
度
に

市
で
購
入
し
た
「
観
桜
」
は
今
回

が
初
披
露
と
な
り
ま
す
。

　

菊
池
契
月
と
い
う
一
人
の
近
代

日
本
画
家
の
作
風
の
変
遷
を
通
し

て
、
作
品
の
背
後
に
垣
間
見
え
る

ゆ
れ
動
く
時
代
の
風
と
、
そ
の
中

で
様
々
に
模
索
し
な
が
ら
契
月
独

自
の
作
風
が
確
立
さ
れ
て
い
く
様

子
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
幸
い
で
す
。

期
日　

六
月
二
十
九
日
㈰
ま
で

会
場　

中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

時
間　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

休
館
日　

会
期
中
は
無
休

入
館
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

〒
三
八
三
‐
〇
〇
一
二

中
野
市
大
字
一
本
木
四
九
五
‐
六

（
一
本
木
公
園
内
）

中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
０
０
５　

菊
池
契
月
　
中
野
市
所
蔵
作
品
展▲菊池契月作「観桜」



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

月
の
兎
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　

ヒ
ン
ト
…
５
ペ
ー
ジ

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

６
月
18
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
プ
ラ
ム
作
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
塩
野
谷
千
美
さ
ん
に
お
話
し

を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

プ
ラ
ム
五
十
五
㌃
、
リ
ン
ゴ
八
十
㌃

で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　

プ
ラ
ム
（
平
成
十
九
年
度
認
定
）
と

リ
ン
ゴ
（
平
成
十
六
年
度
認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

自
然
に
や
さ
し
く
、
安
心
、
安
全
な

商
品
を
み
ん
な
で
作
り
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
プ
ラ
ム
部
会
（
部

会
員
約
二
百
人
）
の
内
部
組
織
「
に
こ

に
こ
部
」
の
全
会
員
約
五
十
名
で
一
斉

取
得
し
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
に
こ
に
こ
部
」
全
会
員
の
園
地
点

検
の
実
施
の
ほ
か
、
全
会
員
の
出
席
に

よ
る
、
目
揃
い
会
、
出
荷
検
討
会
議
を

行
い
、
会
員
相
互
の
栽
培
技
術
の
向
上

や
、
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
良
い
商
品
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　

春
先
に
安
定
し
た
着
果
（
実
を
つ
け

る
）
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　

毎
年
、
安
定
し
た
着
果
に
よ
る
、
安

定
し
た
収
穫
量
の
確
保
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　

プ
ラ
ム
の
味
、
時
期
を
知
っ
て
い
る

人
が
少
な
い
の
で
、
市
の
会
合
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
宣
伝
や
広
報
を
し
て
ほ
し

い
で
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

プ
ラ
ム
は
、
七
月
の
上
旬
ご
ろ
か
ら

九
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
品

種
が
入
れ
替
わ
り
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
共
撰
所
で
お
買
い
求
め
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ム
部
会
「
に
こ
に
こ
部
」
全
員
で
お
い
し
い
プ
ラ
ム
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す

塩野谷　千美　さん
しおのや　ちよし　（深沢）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ . ９

問
題

「
可
燃
ご
み
・
埋
立
ご
み
」

の
旧
指
定
袋
を
使
用
で
き
る

期
間
は
●
月
ま
で
で
す

　
　

エコファーマー

認定マーク

①自己紹介
　５人家族で３人兄弟の長女です。今年の
成人式では実行委員長を務めました。趣味
のショッピングや天体観測で、リフレッ
シュしています。
②今後チャレンジしたいこと
　以前訪れたフランスの首都パリを再訪し、
ゴシック建築で有名なノートルダム寺院の
バラ窓を見たいと思っています。
③これからのまちづくりに望むこと
　街のいたるところにバラが咲いていて、
明るく活気のある中野市になってほしいと
思います。

北沢　麻貴 さん

霜鳥大地さんから紹介された

（会社員・小田中）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.38

　　

延徳小学校　６年
番場　穂乃香さん

　

私
の
し
ょ
う
来
の
夢
は
、
保

育
士
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
小
さ
い
子
ど
も
の
お
世

話
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
と
遊
ん
で
い
て
、
赤

ち
ゃ
ん
が
楽
し
そ
う
に
し
て
く

れ
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。

　

小
さ
い
子
ど
も
達
と
散
歩
を

し
た
り
、
砂
あ
そ
び
や
お
絵
か

き
な
ど
を
す
る
の
は
楽
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

保
育
園
で
は
歌
を
歌
っ
た
り

も
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ピ
ア
ノ
が
ひ
け
る
よ
う
に
な
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
私
は
今
、
ピ
ア
ノ

教
室
に
か
よ
っ
て
い
ま
す
。
毎

日
欠
か
さ
ず
ピ
ア
ノ
の
練
習
を

し
て
、
ど
ん
な
曲
も
す
ぐ
ひ
け

る
よ
う
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
歌
い
た
い
で
す
。

　

保
育
士
さ
ん
に
な
る
た
め
に

は
、
ピ
ア
ノ
だ
け
で
な
く
、
ほ

か
に
も
い
ろ
ん
な
勉
強
を
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か

り
勉
強
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
い
い
保
育
士
さ
ん
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。

No. ９

保育士さんになりたい

○
中
野
市
落
語
研
究
会

　

今
か
ら
四
十
一
年
前
、
日
本
の
伝
統
芸

能
「
落
語
」
を
研
究
す
る
た
め
の
会
と
し

て
、
中
野
市
で
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
は

全
部
で
十
一
名
い
ま
す
。
会
と
し
て
は
月

に
一
度
、
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
で
開
催
さ
れ
る

「
ぽ
ん
ぽ
こ
寄
席
」
に
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め

様
々
な
会
に
招
か
れ
、
昨
年
は
、
一
年
間

に
皆
さ
ん
の
前
で
計
五
十
回
の
落
語
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
か
れ

こ
れ
四
十
年
以
上
落
語
と
お
付
き
合
い
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

○
落
語
の
魅
力

　

お
客
さ
ん
に
笑
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
が
解
消
し
、
ま
た
、

自
分
自
身
が
楽
し
め
る
点
が
魅
力
で
す
。

　

ま
た
、
落
語
は
他
の
伝
統
芸
能
と
は
異

な
り
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
芸
能
で
あ
る
た
め
、

近
寄
り
難
く
な
い
点
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

○
落
語
か
ら
得
た
も
の

　

私
は
昔
か
ら
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手

で
、
人
付
き
合
い
も
得
意
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
落
語
と
出
会
っ
た
お
か
げ

で
、
人
前
で
話
す
自
信
が
つ
き
、
人
生
を

百
八
十
度
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
、
市
内
の
小
学
校
で
落
語

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
際
に
講
師
と
し
て

招
か
れ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
時
の
児
童

の
中
に
は
、
成
人
を
迎
え
た
今
で
も
私
を

訪
ね
て
く
れ
る
者
も
い
ま
す
。
時
を
経
て

も
変
わ
ら
な
い
、
世
代
を
超
え
た
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
若
い
世
代
へ
伝
え
た
い
こ
と

　

落
語
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
当
会
の

門
を
叩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
仲
間

と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
自
分
自
身
が
成

長
す
る
実
感
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
通
じ

て
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
回　

中
野
市
落
語
研
究
会

▲中野市落語研究会会長　畔上忠治さん

新企画



斑尾ふるさと祭り

▼市内外から大勢の皆さんが訪れました

　５月28日、市役所市長公室において、豊田中学校生徒
会河川愛護会が、社団法人日本河川協会から「河川功労
者」表彰を受けたことに対する、伝達式が行われました。
　これは、豊田中学校生徒会河川愛護会が、昭和51年の
設立以来、毎年一回全校生徒による一級河川「斑尾川」
の草刈り・ゴミ除去等の河川愛護に対して表彰されたも
ので、当日は、生徒会の正副会長等が出席する中、市長
から生徒会長へ表彰状が手渡されました。

日本河川協会「河川功労者」表彰の伝達式

▲豊田中学校生徒会河川愛護会に伝達されました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します

平成20年６月号21 平成20年６月号 20

子どもの読書活動優秀実践団体文部科学大臣表彰受賞報告

▲ 30 年以上にわたる取組実績が評価されました
　５月12日、市役所市長室において、子どもの読書活動
優秀実践団体文部科学大臣表彰を受賞した「中野子ども
の本研究会」の代表２名が、市長と教育長に喜びの受賞
報告をされました。これは、当研究会が昭和50年３月に
発足してから今年の２月までに、市立図書館で「子ども
の本読み聞かせ会」を計321回、また保育所や小学校で
「出張おはなし会」を通算約30回実施した実績を表彰さ
れたものです。

　６月１日、斑尾高原スキー場を会場に、斑尾ふるさと
祭りが開催されました。当日は、市内外から約1,500人
が訪れ、「餅つき」や「そば打ち」などの体験コーナー
のほか、中野市消防団音楽隊やふるさと太鼓、もみじ太
鼓による演奏などのアトラクションも行われました。ま
た、このほかにも子どもたちによる「魚つかみ取り」や
「さくらんぼの種飛ばし」も行われ、訪れた皆さんは、
新緑の大地で自然との触れ合いを楽しんでいました。

交通安全議員団による啓発活動

▲高齢者の事故防止や飲酒運転根絶などを訴えました
　交通安全の日の５月20日、市役所南の県道中野小布施
線において、中野市交通安全議員団による啓発活動が行
われました。当日は、市議会議員と中野警察署長のほか
関係者約20人が参加する中、行き交うドライバーへチラ
シやティッシュを配りながら、交通事故防止や交通安全
を呼びかけていました。
　この活動は、昭和46年から始まり、毎年２回実施され
ています。

カチューシャふるさとマラソン大会
▼ゴール目指して精一杯走りました

　５月25日、中野市体育協会の主催による第19回カ
チューシャふるさとマラソン大会が中野小学校グラウン
ドをスタート・ゴールに行われました。当日は、招待選
手として市内赤岩出身でクロスカントリースキー競技で
活躍されている山岸修さん、姉妹都市である茨城県北茨
城市から８名が参加する中、市内外から約400名が参加
しました。参加者はそれぞれの目標を持って、自分の
ペースでゴールを目指して走りました。

中野市水防訓練

▼水害を想定した水防工法訓練が行われました
　５月13日、千曲川左岸の本沢川樋門前堤内地を会場に、
中野市水防訓練が行われました。当日は、消防団や水防
員をはじめ、関係者約300名が参加する中、講師に中野建
設事務所職員をお迎えして、積み土のう工法やシート張
り工法、水防T型マット工法、月の輪工法などの講習を
受けました。この水防訓練は、水防体制の強化を目的に
毎年行われており、参加された皆さんは、万一の水害に
備え真剣に訓練に取り組んでいました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

「2008なかのバラまつり」 が開幕
　５月31日、市の花制定記念「2008なかのバラまつり」
がバラまつり会場である一本木公園で開幕しました。
　当日は、バラの苗木や切りバラの販売をはじめ、信
州中野ローズカップなど、たくさんのイベントが行わ
れました。また、バラまつりは６月 15 日まで行われ、
市街地においてもたくさんのイベントを予定していま
す。ぜひお出かけください。

表紙の説明



市役所☎２２－2111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

平成20年６月号23 平成20年６月号 22

有料広告欄

なかの ｢おすみちゃん｣ 販売
６月の販売日
11日㈬、15日㈰、25日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～正午
※バラ売り(袋無)：要予約(10日前)
　７月・８月の販売はありませんの
で、ご購入をお考えの方は今月中に
ご利用ください
問　上下水道課下水道係(内線283)

次回申込期限　６月 30 日㈪  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　８月７日㈭ 発行の８月号～
ホームページ掲載日　８月１日㈮～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

中野都市計画用途地域変更計画（案）
の縦覧について

　市では、三好町一丁目（中野市役所、市民会館周辺）の
用途変更を計画しています。
　計画案は、６月16日㈪まで、
都市計画課にて縦覧できます。
　この計画について、意見のあ
る方は、縦覧期間中に意見書を都市計画課まで提出して下
さい。
問　都市計画課監理計画係（内線２69）

　一般家庭について、４月30
日までの引込線無料申込期限を、
２カ月延長して、６月30日ま
でとします。
　まだ、申し込みされていない
方は、ご検討ください。
　詳細については、お問い合わ
せください。
問　政策情報課情報係(内線217)

音声告知放送
引込線無料申込期限
２カ月延長します

期間　６月から平成21年３月までの
月曜日から金曜日
時間　午前９時～11時
会場　市内公立保育所の園庭
対象　就学前児童と保護者
持ち物　着替えなど
その他　費用は無料で、事前に申し
込む必要はありません。
　なお、保育所での事故は、保護者
の責任となります。
問　保育課保育係（内線２93）

保育所の園庭開放 害鳥駆除・害獣巡回駆除
《６月の実施日程》

　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　７日㈯、15日㈰、21日㈯
対象区域　中野地域（農地周辺）
　　　　　※豊田地域は別途実施
駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　11日㈬、25日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から概ね２
時間
※駆除実施中は、銃器を使用するた
め大変危険ですので、駆除時間には
対象区域に近づかないようご協力を
お願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　（市役所農政課内・内線２５１）

食用廃油を
手作り石けんと交換
期日　６月13日㈮、14日㈯
時間　終日
交換場所　中町…塩川ヨシ宅、西町
…馬島柾子宅、東町…林淑子宅、一
本木…風間一江宅、東山団地…東山
食堂、間山…小林優子宅、江部…湯
本政子宅、東吉田…頓所文子宅、金
井…佐藤八栄子宅（ナガノ装飾）、
三ツ和…三ツ和農産ライスセンター、
永田…松野冨子宅、豊津…町井濶子
宅、上今井…山浦ヒサエ宅
■手作り石けんづくり講習会
期日　６月15日㈰
時間　午前10時～正午
会場　市民会館駐車場脇
持ち物　手袋、廃油(無くても可）
問　市民課生活交通安全係（内線２38）

コイヘルペス病まん延防
止対策について
　コイヘルペス病のまん延を防ぐた
め、次の防止対策をとりましょう。
①イベント等でのコイの放流は、当

分の間行わないようにしましょ
う。やむを得ず行なう場合は、あ
らかじめ漁業協同組合および水産
試験場に相談しましょう。

②来年３月31日までの間は、河川、
湖沼等（養魚場や個人の池は除
く）において、コイを捕まえた人
は、生きたままコイを持ち出さな
いようにしましょう。

※市内の河川、池などで死亡魚等、
コイの異常を発見した場合は、直
ちに、市役所農政課へご連絡くだ
さい。
問　農政課農政振興係（内線２５3）

市立図書館豊田分館の開館日と開館時間が
変更になります

　現在、市立図書館豊田分館は日曜日が休館日となっていますが、１０月
１日㈬から日曜日を開館し、月曜日を休館といたします。
　開館時間は、火曜日から金曜日までは、午前９時から午後８時までを
午前９時から午後６時までに変更し、土・日曜日の開館時間は午前９時
から午後５時までとなります。
　皆さん、お気軽に図書館にお出かけください。

問　市立図書館　☎（26）５８４１

▼市立図書館豊田分館の開館日と開館時間（10月１日から施行）
開館日 平日（火～金曜日） 土・日曜日 月・祝・休日・年末年始

開館時間 午前９時～午後６時 午前９時～午後５時 休館

　市では、おおむね35歳未満の方を対象とした就職相談事業を新た
に始めます。
　「派遣、アルバイトばかりで定職につけない」「自分にあった仕
事を探したいが、活動の方法が分からない」など、職業に関する悩
みや就職活動のノウハウ、履歴書添削から面接指導まで、さまざま
な相談に応じます。
　相談には、地域キャリアコンサルタント（長野県若年者就業サ
ポートセンター）が応じます。
　相談は事前予約が必要となりますので、下記まで連絡をしてください。
　なお、個人情報については、秘密厳守されます。
■期　日　　７月２日㈬、８月１日㈮、９月１日㈪
■時　間　　午後１時30分～４時30分
■会　場　　中野勤労者福祉センター（三好町一丁目４番２７号）
■問い合わせおよび事前予約先
　　　　　　商工観光課商工労政係　☎（22）２１１１（内線３６０）
※求人紹介や斡旋をするものではありません。

若者のための就職相談～中野ミニジョブカフェ事業～
「地域発　元気づくり支
援金」北信地域第２次分
募集
　「地域をよくしたい」、「こんな活
動をしてみたい」など、地域づくり
に「地域発　元気づくり支援金」を
活用してみませんか。
　意欲あふれる皆さんのご応募をお
待ちしています。
支援金の交付額
⑴道路、水路、建物などの建設また

は改修、１件10万円以上の備品の
取得などのハード事業

　　　　　　　　　…３分の２以内
⑵ソフト事業（ハード事業以外）
　　　　　　　　　…10分の10以内
対象事業　知恵と工夫により自主的
に、主体的に取り組む地域の元気を
生み出すモデル的で発展性のある事
業（一部条件あり）で、今年度中に
完了する事業に限ります。
対象団体　市町村、広域連合、一部
事務組合、公共的団体など（ＮＰＯ
法人、地域づくりを行うグループや
協議会など）
募集期限　６月３０日㈪
※応募方法、提出書類など詳細につ

きましては、直接お問い合わせく
ださい。
問　北信地方事務所地域政策課企画
　　振興係  ☎ （23） ０２０１または
　　政策情報課政策推進係（内線401）
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平成20年６月号25 平成20年６月号 24

6月30日㈪は平成20年度市県民税第１期の納期限です。お忘れなく。

遊休荒廃農地を利用して栽培した菊芋使用「菊芋焼酎」の名称を募集します！
　中野市農業委員会が遊休荒廃農地を利用して「菊芋」
を栽培しました。
　「菊芋」とは秋にヒマワリのような黄色い花を咲かせ、
花の咲き終わるころになると、地中に食用の根塊（芋）
ができます。
　農業委員会ではこの「菊芋」で仕込んだ焼酎を造ります。
　そこで、皆さんから「中野市の特産品」となるような
菊芋焼酎の名称を募集します。
応募期限　６月25日㈬

応募方法　はがきに住所、氏名、年齢を記入のうえ、
次の宛先までご応募ください。
応募先　〒383-8614　中野市三好町一丁目3番19号
　　　　中野市農業委員会事務局　 
※ご応募いただいた方の中から抽選で30名の方に菊芋
　焼酎を1本さしあげます。（未成年者を除く。）
その他　名称は応募いただいたものの中から農業委員
会で決定します。
問　農業委員会事務局（内線322）

問い合わせ先および請求先
　〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2
　総務省大臣官房管理室　業務担当
　☎0３（5253）5182（直通）
　ＦＡＸ0３（5253）5190
※請求書は、市役所福祉課または支所地域振興課にあり
　ます。

旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の皆様へ
内閣総理大臣名の書状を贈呈します

　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は戦地の
区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従事された旧日本赤
十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方（慰労給
付金受給者を除く）に対して、その御労苦に報いるため
内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。
請求期限　平成21年３月31日
　詳しくは、右記お問い合わせ先まで御連絡ください。

平成 20年分の路線価図
等の閲覧について
　平成20年分の相続税・贈与税の土
地などの評価に用いる路線価図等が
７月１日㈫から国税庁ホームページ
の路線価図等閲覧コーナーで公開さ
れます。
　国税局・税務署ではＩＴ化・ペー
パーレス化を進めており、本年から
路線価図等（冊子）を備え付けず、
パソコンのみの閲覧となります。
国税庁ホームページ
http://www.nta.go.jp/
問　信濃中野税務署個人課税第一部門
　　☎（22）３１５３

土地開発行為・農地法等
土地に関すること、建設
業法に関する無料相談会
　専門家である行政書士が相談に応
じます。
　悩まず相談してみませんか。
期日　６月26日㈭
時間　午後１時３０分～４時
会場　長野県行政書士会館
（長野市大字南長野県町1009-3）
電話相談　時間内同時受付
相談内容　建設業の許可・変更届・
経営状況分析・経営事項審査・国県
市町村公共工事入札参加等の手続、

税務職員（Ⅲ種）
採用試験
受験資格　昭和62年４月２日～平成
３年４月１日生まれの方
試験の程度　高等学校卒業程度
申込書請求先　信濃中野税務署
受付期間　６月24日㈫～７月１日㈫
(土・日は除く)
試験日
第１次試験:９月７日㈰
第２次試験:10月16日㈭～23日㈭の
間で、第１次試験合格通知書で指定
する１日
※詳しくは、お問い合わせください。
問　信濃中野税務署総務課
　　☎（22）3151

自衛官募集
　防衛省では自衛官（２等陸・海・
空士）を随時募集しています。
資格　18歳以上27歳未満の者で、中
学校卒業以上の学力を有し、かつ自
衛隊法で定める欠格事項に該当しな
い者
試験日　受付時に指定します
※受験手続など詳しくは、直接お問
　い合わせください。
問　自衛隊長野地方協力本部長野地
　　域事務所
　　☎０２６(235)６０２６

減ＣＯ２（げんこつ）
アクションキャンペーン
　長野県では、温暖化防止のため私
たちみんなが二酸化炭素削減に向け
た行動を起こす参加型の「減CO２

（げんこつ）アクションキャンペー
ン」を実施中です。
　家族や仲間、学校、地域活動など
様々なグループでの参加登録を募集
しています。
※詳細は、キャンペーンホームペー
　ジをご覧ください。
ホームページ　http://www.pref.
nagano.jp/kankyo/kansei/stop-ondanka/
問　長野県環境政策課温暖化防止係
　　☎026(235)7 022

地球温暖化防止のための
CO２削減／ライトダウン
キャンペーン
　環境省では、ライトアップに慣れ
た私たちが日ごろ、いかに照明を使
用しているかを実感し、これを機に
温暖化対策を実行することを目的と
したキャンペーンを、６月21日から
７月７日まで実施します。
　特に、６月21日（夏至）と７月７日
(洞爺湖サミット初日)の両日の午後
８時から10時まで、各家庭のあかり
や全国のライトアップ施設を一斉に
消灯する「ライトダウン」を広く呼
びかけています。
※詳細は、環境省「環

わ
のくらし」ホー

　ムページをご覧ください。
ホームページ

海上保安庁船艇職員、無線
従事者、航空機職員募集
　海上保安庁では、巡視船艇、航空
基地等で勤務する職員を採用するた
め、既に海技免許等を有している者
を募集します。
受付期限　６月13日㈮
採用人員　航海…約15名、機関…
約15名、通信・技術…約10名、飛

法テラス長野無料法律相談
　一定の資力基準に該当する方を対
象に、弁護士・司法書士による巡回
無料法律相談を実施します。法的ト
ラブルでお困りの方、お気軽にご利
用ください。
期日　６月30日㈪
時間　午後１時～４時
会場　市民会館
※事前予約制です、まずはお電話を
問　法テラス長野
　　☎０５０（3383）5415

　現在放送されている地上アナログテレビ放送は、平成23年（2011年）
７月24日までに終了となり、地上デジタルテレビ放送に完全移行となり
ます。
　市内においても、地上デジタルテレビ放送が視聴可能となっています
が、現在、アナログ放送が視聴可能な場所においても、条件によっては
デジタル放送が視聴できない場合もありますので、早めの対応をお願い
します。
　地上デジタルテレビ放送の視聴方法や受信に関する相談など、詳しく
は、お問い合わせいただくか、ホーム
ページで確認ください。
ホームページ　
http://www.shinetsu-bt.go.jp
問　総務省信越総合通信局放送課　　
　　☎０２６（234）９９９２

あと３年１カ月余りでデジタル放送に移行します

農地の譲渡・転用等の手続、河川
法・道路法等の許可・土地開発行為
許可等の手続
問　長野県行政書士会　農林建設部
　　☎０２６（224）１３００

行…約10名、整備…約10名
試験日　第１次試験:６月29日㈰、
第２次試験:６月30日㈪、実技試
験：７月23日㈬～25日㈮の間で、指
定する１日
※受験資格など詳しくは、ホーム

ページをご覧いただくか、直接
お問い合わせください。
海上保安庁ホームページ  http://
www.kaiho.mlit.go.jp/09kanku/
問　第九管区海上保安本部人事課
　　フリーダイヤル
　　☎０１２０（444）５７６

http://www.wanokurashi.ne.jp/
問　長野県環境政策課温暖化防止係
　　☎026(235)7 022

スポーツ専任コーチの
活用団体に補助金交付
　市内スポーツ団体の競技力向上の
ため、スポーツ専任コーチによる講
習会等の受講および開催に要する経
費に対し、予算の範囲内で補助金を
交付します。
対象事業　市内に在住・在勤・在学
する者で構成するスポーツ団体で、
将来県･国レベルで活躍できる選手
や団体を育成する事を目的に、国お
よび国際レベルでの指導実績のある
コーチによる事業。
対象期間　平成21年3月31日まで
補助率及び交付額　事業費の３／４
以内とし、上限は30万円
募集期限　６月30日㈪
※詳しくは直接お問い合わせください。
問　スポーツ振興課振興係（内線364）



市役所☎２２－2111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★
五月人形★プリンター・スキャナー★タイヤチェー
ン★破魔矢★水槽(飼育セット付)★鏡台★天ぷら
鍋★味噌桶★人形ケース★電気ストーブ★ぶどう収
穫箱★本箱★オルガン★グローブ(ソフトボール用)
★金属バット★ピアノ★電動自転車★カラオケ機器★
エレクトーン

★車イス★ノートパソコン★子供服（双子の男の子
用・１才の女の子用）★車用スピーカー(屋根設
置)★幼児用自転車★溶接機★戦隊モノ玩具★こた
つ布団★アマチュア無線機★８ミリビデオカメラ★
カーオーディオ★ＤＶＤプレーヤー★カラーボッ
クス★バドミントンラケット★スキーセット(子
供用)★ピアノ★タオル★高齢者用おむつ★ビデオ
デッキ★掃除機

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）

平成20年６月号27 平成20年６月号 26

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）
　　　（５月は都合により休み）

行政相談
期日　６月10日㈫、７月11日㈮、８月11日㈪
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前９時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　７月17日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005
「菊池契月－中野市所蔵作品展－」
６月29日㈰まで
常設展「中野市の歴史と文化」
７月２日㈬～10月26日㈰
中野市の旧石器時代から現代までの歴史や文化をわ
かりやすく展示、紹介します。
中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

「２００８なかのバラまつり特別展示」
６月１５日㈰まで
常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
６月18日㈬から9月下旬まで
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人を描いた作品を展示します。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

バラの季節に～母娘展〔中沢政代・瑞枝ねんど人形展〕
６月15日㈰まで
癒しの絵手紙展〔大森伊勢子・市川典子絵手紙の世界〕
６月18日㈬～29日㈰

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

６０歳以降国民年金に任意加入
されていた方へ

 納めすぎた保険料をお返しします 
　平成17年３月以前に満額の老齢基礎年金を受給
するために任意加入されていた方で、満額の老齢
基礎年金を受給できる月数を超えて保険料を納付
された方は、超えた月数の保険料をお返しします。
○お返しするのは、任意加入被保険者として納付
　された保険料です。
○生年月日により満額の老齢基礎年金を受給でき
　る月数は異なります。
○20歳前の厚生年金期間は、老齢基礎年金を受給
　する月数には含まれません。
 必要な手続き 
　社会保険事務所に申出書を提出していただく必
要があります。詳しくは、お近くの社会保険事務
所までお問い合わせください。
※休日（６月14日、21日、22日）の年金相談を実
施します。（受付時間：午前９時 30 分～午後４時）
問　長野北社会保険事務所　☎026-244-4100

◎最近耳にする「カーボン・オフセット」って何？
　日常生活や経済活動で避けることができない二
酸化炭素などの温室効果ガスの排出を、世界各地
で進められている削減活動や団体へ投資をするこ
とで、温室効果ガスを削減しようとするものです。
　まず、マイバック運動やクールビズといった省
エネルギー活動により、できるだけ排出量が減る
よう削減努力をします。このような省エネ活動を
実践しても排出されてしまう二酸化炭素 ( ＝カー
ボン ) を、クリーンエネルギー事業や植林、森林
保護の推進などへ支援をすることによって打ち消
し ( ＝オフセット )、排出を埋め合わせるものです。
　欧州を中心に広がっている削減の考え方です。
◎カーボン・オフセット商品
　最近では、企業が消費者に代わって温暖化ガス
の排出枠を調達し、商品価格に調達費用などを含
めたエコバッグや年賀はがき、旅行商品、お菓子
など、消費者が排出抑制に貢献できるカーボン・
オフセット付きの商品が発売されています。
　私たちの生活を見直す省エネ活動を進めるだけ
でなく、カーボン・オフセットを上手に使うこと
で、二酸化炭素の排出量を減らすことができます。

シリーズ 地球温暖化�

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください。
(５月26日現在で掲載)

人口
と
世帯

人　口 46,116 人 ( ＋ 2)
男 22,251 人 ( ＋ 21)
女 23,865 人 ( － 19)

世　帯 14,946 戸 ( ＋ 7)
平成20年５月１日現在　(国勢調査を基に推計)

４月分可燃ごみ：854.17t（前年比－20.0％）ごみ減量にご協力を！

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

(平成20年４月22日～５月27日)

●文化芸術振興のため
　中野陣屋・県庁記念館の小林陶春一門展で展示
　された鉢　
　作品名「色象岩花文深鉢」
　＜長野市　小林　陶春　様＞

●環境保全のため
　チャリティーの売上金　現金２２，５８０円
　＜中野　和匠会　様＞

●校舎清掃のため
　手縫いぞうきん４００枚
　（市内４中学校へ）
　＜南宮　富田　良子　様＞

ご寄付　ありがとうございました



麻しん風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　で、就学前の１年間(保
　　　　育園、幼稚園の年長児)
第４期＝高校３年生に相当する年
　　　　齢の者（18歳になる年度
　　　　の１年間)
※毎月実施していますので、接種

される前月に実施医療機関へ予
約してください。（無料）

保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　明るく元気なひょうきんもの
で、おままごとや、外でかくれ
んぼをするのが大好きです。
　女の子らしく、思いやりのあ
る子に育ってほしいです。
　（竹内興淳・嘉代さん　西条）

　　　（３歳）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年６月５日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種 乳幼児健康診査

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、バスタオル、
　　　　オムツ

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

６月17日㈫ 20年２月生まれ

７か月
健　診 ６月18日㈬ 19年10月生まれ

１　歳
６か月
健　診

６月20日㈮ 18年11月生まれ

２　歳
健　診 ６月16日㈪ 18年５月生まれ

３　歳
健　診 ６月19日㈭ 17年５月生まれ

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )
期日／６月17日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成20年２月生まれ
※３か月健診時に行います。

平成20年６月号 28

マタニティクラス
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
①期日／６月13日㈮
　内容／母乳栄養と母乳管理
②期日／７月３日㈭
　内容／妊娠の経過と起こりやすい
　　　　異常・妊産婦の栄養（試食）

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分
< 中野保健センター >
７月８日㈫…日野､延徳､平野
　　９日㈬…高丘､長丘､平岡､科野､倭､豊田
　　10日㈭…中野　　　　

対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児　
　(20日～56日（３～８週間）の間隔
で３回接種)
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
　(Ⅰ期初回終了後12～18か月の間に
１回)
《７歳６か月未満まで接種可能》

竹内　春
はる

音
ね

ちゃん

【受付時間が変わりました】 【受付時間が変わりました】
　在宅で寝たきりの方、障害をお持
ちの方を対象に、歯科医師による訪
問歯科健診、および歯科衛生士によ
る訪問口腔衛生指導を実施しています。
『もう歳だから歯の治療やケアをし
ても手遅れだ』『入れ歯だからおい
しく食べられなくても仕方がない』
『口の汚れでは病気にならない』な
どと思っている方も多いようです。
　口は、食べる・話す・かむことか
ら始まり、全身の健康状態や生活の
質にまでかかわる大切な器官です。
　口は思っている以上にさまざまな
機能を持っています。
　ぜひ一度、訪問で口の中を見ても
らうことをお勧めします。
※料金は無料です。
申し込み・問い合わせ先
市役所健康長寿課長寿支援係
☎（22）２１１１内線２４３

 訪問歯科健診、訪問口腔衛生指導

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。なお、予防接種の際には、
原則として保護者の方が付き添って
ください。保護者が特段の理由で同
伴することができない場合、接種す
るお子さんの健康状態をよく知る人
が付き添ってください。その場合、
予診票に加え、委任状が必要となり
ます。委任状は子育て課窓口及びホ
ームページよりダウンロードしてお
使いください。

育児教室
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／７月４日㈮
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話、
　　　試食

日　本　脳　炎
　集団での予防接種を見合わせてい
ます。再開するときは、お知らせい
たします。なお、流行地域へ渡航さ
れる場合や蚊に刺されやすい環境に
ある場合等は、日本脳炎ワクチンを
接種することができます。この場合、
接種対象年齢内であれば、接種費用
は無料となります。
ご希望の方は、お問い合わせください。



１　交差点

交　 差　 点
2008. ６　No.13あなたとわたし　　未来への

　　平成19年度～23年度の中野市男女共同参画計画
　　「共にいきいき　なかのプラン２１」
　　　　すべての市民が、性別にかかわらず
　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、
　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる
　　男女共同参画社会の実現をめざします。
　この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

“あいとぴあ” 男女共同参画啓発かるた

よ らラ
ン
ド
セ
ル

　

自
由
に
選
ん
で

　
　
　
　

好
き
な
色

世
直
し
は

　

男
女
で
進
め
る

　
　

政
策
決
定



交差点　２

　

国
が
定
め
た
男
女
共
同
参
画
週
間

（
６
／
23
～
６
／
29
）
に
合
わ
せ
て

開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ

　
「
こ
こ
ろ
豊
か
な

　
　
希
望
あ
ふ
れ
る
中
野
市
に
」

　
　

～
女
性
の
活
力
を
地
域
に
～

日　

時　

6
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
7
時
か
ら
午
後
9
時

場　

所　

市
民
会
館
42
号
会
議
室

参
加
者　

市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

（
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
）

申
込
締
切　

6
月
16
日
（
月
）

申
込
み　

電
話
等
で
男
女
共
同
参
画

推
進
室
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
小

さ
い
お
子
様
の
い
る
方
も
お
気
軽

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
の

際
、
託
児
の
希
望
等
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

市
長
を
囲
ん
で

ふ
れ
あ
い
ト
ー
キ
ン
グ

　

公
民
館
や
グ
ル
ー
プ
活
動
、
地

区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
研
修
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
講
師
を
派
遣
い
た
し

ま
す
。

（
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
）

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
申
込
み
さ

れ
る
方
の
希
望
を
取
り
入
れ
て
、

楽
し
い
講
座
を
一
緒
に
つ
く
り
ま

す
。

　
時
間
や
場
所
に
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
電
話
等
で
男
女
共
同

参
画
推
進
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

昨年開催の様子

昨年開催の様子

男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
を

　
　
　
　
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

学
校
の
入
学
式
・
卒
業
式
で
し
か

市
長
に
会
っ
た
こ
と
の
な
い
方
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　

普
段
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
直
接

市
長
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

こ
の
機
会
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

教
育
の
こ
と
、
福
祉
の
こ
と
、
何

で
も
い
い
ん
で
す
。

　

ひ
と
り
で
は
心
細
い
方
、
友
だ
ち

を
誘
っ
て
の
参
加
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

お
し
ゃ
べ
り
が
苦
手
な
方
も
大
歓

迎
！
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
結

構
で
す
。

「
男
女
共
同
参
画
な
の
に
、
ど
う

し
て
女
性
限
定
？
」
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
等
で
開
催
さ
れ
る
市
長
と

の
懇
談
会
は
、
男
性
参
加
者
の
方

が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
女
性

に
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
配
慮
し
、
ま
た
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
意
見
を
聴
く
た
め
、
今
回

も
昨
年
同
様
、
初
め
て
参
加
さ
れ

る
女
性
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。



３　交差点

　

日
常
の
時
間
を
ち
ょ
っ
と
や
り
く

り
し
て
い
た
だ
い
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

女
性
と
男
性
が
共
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
、
い
き
い
き
と
生
き
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
た
め
の
講
座
で
す
。

受
講
者　

市
内
在
住
、
在
勤
の
男
女

（
ど
な
た
も
受
講
で
き
ま
す
。
性
別

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し

つ
つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
に
向
け
平

成
11
年
6
月
23
日
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
の
目
的
、
基
本
理
念
を

国
民
が
理
解
を
深
め
る
よ

う
、「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
が
平
成
13
年
度
か
ら

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
週
間
に
お
い
て
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
の
促
進
を
図
る
各
種
の

催
し
物
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
国
で
は
こ
の
週
間

を
盛
り
上
げ
る
た
め
事
前

に
標
語
を
募
集
し
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
等
に
活
用
し
ま
す
。

　

中
野
市
は
、
女
性
を
対
象
に
「
市
長

を
囲
ん
で
ふ
れ
あ
い
ト
ー
キ
ン
グ
」
を

行
い
ま
す
。

や
年
齢
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
小

さ
い
お
子
さ
ん
の
い
る
方
で
も

安
心
し
て
受
講
で
き
ま
す
。

申
込
締
切　

6
月
27
日
（
金
）

申
込
み　

電
話
等
で
男
女
共
同
参
画

推
進
室
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

～
貴
女
も
貴
方
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

平成20年度
男女共同参画推進パワーアップ講座予定表
月　日 内　　　　　容

７月16日(水)
開講式
男女共同参画について
議会の仕組みと役割

未定 参加者の希望を聞いて決定

８月30日(土)

埼玉県嵐山町女性教育会館へ
行政バスにて研修

｢男女共同参画のための研究と実
践の交流推進フォーラム」

９月中旬 議会傍聴（市政一般質問）

未定 参加者の希望を聞いて決定

10月下旬
市長講話
意見交換
閉講式

国が定めた男女共同参画週間
毎年6月23日～6月29日は男女共同参画週間です

　内閣府男女共同参画局では、この週間の標語を募集し、 応募総数 3,021
点の中から、審査の結果、次の３作品を選びました。
＊最優秀賞　
　「わかちあう　仕事も家庭も喜びも」　　　　（埼玉県　加藤　秀樹　様）
＊優秀賞
　「共同参画　まずわが家から　わが社から」　（新潟県　森山　　勉　様）
＊優秀賞　
　「地域から　この手でひらく　参画社会」　　（愛知県　野嵜　則彦　様）

最優秀賞の標語は、週間のポスター等に使用します。

平
成
20
年
度
ポ
ス
タ
ー



交差点　４

ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せください。
中野市男女共同参画推進室　〒 383-8614　中野市三好町 1-4-27
（中野市人権センター内）　電話 0269-22-2111 内線 254　FAX0269-26-2641　有線 51305

ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/　
メール　danjo@city.nakano.nagano.jp

　

中
野
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
に
変
更

が
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

（
4
月
17
日
付
）

　
　

新　
　

髙
野　

良
之
さ
ん

　
　

旧　
　

湯
本　
　

巖
さ
ん

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
は
と
く
名
で
も
受
付
け
ま
す
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

い
っ
し
ょ
に
解
決
へ
の
道
を
探
し
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
十
六

年
八
月
に
開

設
し
た
女
性

相
談
窓
口
も
、

四
年
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
年
間

100
件
を
こ
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く

の
女
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
辛
さ
を
抱

え
な
が
ら
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
悩
み
、
嫁
姑
問
題
や
介
護
に

つ
い
て
な
ど
女
性
の
悩
み
は
立
場
や
年
代

を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

電
話
し
た
か
ら
と
言
っ
て
問
題
が
す
ぐ

に
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
よ
り
、
相
談

す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
ず
っ
と
気
持

ち
が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
つ
ま
ら
な
い
悩
み
だ
か
ら
」
と
か
「
こ

ん
な
こ
と
相
談
す
る
と
笑
わ
れ
ち
ゃ
う
か

な
」
と
考
え
な
い
で
、
ま
ず
は
、
電
話
で

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

お
知
ら
せ

〇
相
談
日
及
び
相
談
時
間

　

月･

水･

金
曜
日

　
　
　
　

（
祝
日･

休
日
は
除
く
）

〇
電
話
相
談

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

　

場
所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

〇
電
話
番
号　

23
―
４
８
１
０
（
シ

ン
パ
イ
ゼ
ロ
）
心
配
ゼ
ロ
と
覚
え

て
く
だ
さ
い
。

・
専
門
の
女
性
相
談
員
が
女
性
の

様
々
な
悩

み
の
相
談

を
お
受
け

し
て
お
り

ま
す
。

国
・
県
の
事
業
案
内

○
「
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
研
究
と
実
践
の

　

交
流
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

8
月
30
日　

（
土
）

　

国
立
女
性
教
育
会
館
（
埼
玉
県
）

　

行
政
バ
ス
使
用

　

申
込
締
切　

8
月
15
日
（
金
）

○
「
日
本
女
性
会
議
２
０
０
８
と
や
ま
」

　

10
月
18
日　

（
土
）

　

富
山
市
内
の
文
化
施
設

　

行
政
バ
ス
使
用

　

大
会
参
加
費　

1
名　

３
，
５
０
０
円

　

申
込
締
切　

8
月
15
日
（
金
）

　

申
込
み
は
、
電
話
等
で
男
女
共
同
参
画
推
進

室
へ
。

女
性
相
談
窓
口
か
ら
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季
節
の
コ
ラ
ム

今年も初夏の訪れをつげるバラ

　
原
油
高
　
ホ
タ
ル
の
光
　
使
い
た
や

　
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
る
と
、
初
夏
に

な
る
。

　
世
界
に
は
ホ
タ
ル
が
、
熱
帯
地
域
を
中
心
に
約

二
千
種
類
が
分
布
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
水
辺
で
涼
し
げ
に
光
り
輝
い
て
い
る
ホ
タ
ル
も
、

高
度
成
長
時
代
に
は
、
経
済
優
先
で
そ
の
姿
を
見

る
事
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
だ
が
最
近
は
、
ホ
タ
ル
の
舞
う
清
ら
か
な
郷
土

作
り
を
推
進
し
て
い
る
地
域
が
多
く
な
っ
て
来
て

い
る
。

　
そ
の
た
め
、
ホ
タ
ル
に
有
害
な
合
成
洗
剤
や
農

薬
の
散
布
に
注
意
し
、
下
水
道
の
普
及
で
河
川
の

水
辺
環
境
が
改
善
さ
れ
て
来
て
い
る
。

　
ホ
タ
ル
と
共
生
で
き
る
自
然
環
境
を
整
え
て
、

豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が
ら
生
活
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

 あおぞら
　
こ
の
頃
、
散
歩
を
し
な
が
ら

イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
音
楽
を
聴
く
こ

と
が
習
慣
に
な
っ
た
。
愛
犬
と

毎
日
歩
く
田
舎
道
が
、
今
日
は

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
だ
。

　
名
刺
入
れ
よ
り
小
さ
な
箱
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
音
楽
は
、
ど

こ
の
音
楽
ホ
ー
ル
で
聞
く
音
楽
よ
り
も

安
ら
ぎ
を
感
じ
る
。
こ
ん
な
時
間
を
過

ご
せ
る
の
は
、
娘
が
嫁
ぐ
前
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
た
薄
く
小
さ
な
箱
の
お

か
げ
で
あ
る
。

　
取
扱
説
明
書
と
い
え
ば
長
細
い
紙
切

れ
一
つ
で
、
若
い
人
は
こ
ん
な
説
明
書

だ
け
で
使
い
こ
な
せ
る
の
か
と
感
心
し

て
し
ま
う
。
悪
戦
苦
闘
の
末
、
ど
う
に

か
自
分
が
所
蔵
し
て
い
る
音
楽
ア
ル
バ

ム
を
全
て
収
納
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
さ
な
箱
に
千
曲
も
の
曲
が
入
っ
て
し

ま
う
と
は
驚
き
で
あ
る
。
い
つ
も
の
田

舎
道
を
犬
た
ち
と
歩
い
て
も
、
犬
達
の

道
草
が
苦
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
若
者
の
よ
う
に
自
転
車
に
乗
り
な
が

ら
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
く
こ
と
や

携
帯
電
話
で
メ
ー
ル
の
送
受
信
を
す
る

こ
と
は
、
危
険
を
感
じ
自
分
に
は
真
似

が
出
来
そ
う
に
な
い
。
け
れ
ど
、
若
者

ご
用
達
の
ア
イ
テ
ム
の
お
か
げ
で
、
新

し
い
世
界
が
開
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
草
雲
）

中
野
市
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去
る
五
月
四
日
（
み
ど
り
の
日
）、

合
併
後
初
の
中
野
市
統
一
成
人
式
を

中
野
市
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
域
別
に
開
催

し
て
き
た
中
野
・
豊
田
両
地
域
の
成

人
式
を
統
一
し
、
開
催
時
期
を
五
月

に
変
更
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
中
野
市
の
新
成
人
六
四
九
名
（
男

性
三
二
九
名
・
女
性
三
二
〇
名
）
で
、

そ
の
内
、
五
〇
三
名
（
男
性
二
四
五

名
　
女
性
二
五
八
名
）
が
式
典
に
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、
気
温

は
三
十
度
近
く
ま
で
上
昇
し
真
夏
を

思
わ
せ
る
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
場
は
華
や
か
な
装
い
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
明
る

い
笑
顔
と
、
未
来
に
輝
く
新
成
人
の

清
々
し
さ
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
の
中
で
は
第
二
回
「
信
州

中
野
の
一
文
字
大
賞
」
と
し
て
市
民
か

ら
募
集
し
た
、「
新
成
人
に
贈
る
漢
字

一
文
字
」
の
発
表
と
新
中
野
市
の
シ
ン

ボ
ル
市
の
花
、
木
、
鳥
制
定
記
念
式
典

も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
式
典
、
第
二
部
の
記
念
行

事
と
も
に
、
新
成
人
で
組
織
す
る
成
人

式
実
行
委
員
会
の
司
会
進
行
に
よ

り
進
め
ら
れ
、
成
人
式
を
成
功
さ
せ

よ
う
と
い
う
実
行
委
員
会
の
意
欲

が
会
場
に
伝
わ
り
、
和
や
か
で
盛
り

上
が
り
の
あ
る
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
前
に
は
、
成
人
を
祝
う
ビ

デ
オ
を
上
映
し
、
中
学
校
時
代
の

恩
師
か
ら
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

懐
か
し
い
中
学
時
代
の
写
真
と
映

像
や
、
実
行
委
員
の
呼
び
か
け
に

大
き
な
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
第
一
部
式
典
に
は
市
、
教
育
委

員
会
関
係
者
な
ど
多
く
の
来
賓
に

ご
臨
席
い
た
だ
く
中
、
主
催
者
や

来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

新
成
人
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

家
族
や
友
人
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
、
新
成

人
と
し
て
の
抱
負
や
決
意
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
第
二
部
の
記
念
行

事
で
は
人
気
の
記
念
品
が
当
た
る

抽
選
会
、
続
い
て
地
区
別
に
別
れ

て
市
庁
舎
前
で
記
念
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。

　
旧
友
と
の
久
々
の
再
会
や
、
成

人
式
を
迎
え
た
喜
び
を
分
か
ち
合

う
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
華
や
い
だ

姿
が
会
場
に
溢
れ
、
和
や
か
な
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度

中
野
市
統
一
成
人
式

成人式のなかで 行われた、中野市の花・木・鳥　制定記念式典

南宮中学校区代表「新成人代表あいさつ」竹内さん第二部 記念行事を行う成人式実行委員
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本
日
、
私
た
ち
の
成
人
式
に
あ

た
り
青
木
市
長
様
は
じ
め
、
大
勢

の
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
四
月
に
「
豊
田
村
」

と
合
併
し
、「
新
中
野
市
」
に
な
っ

て
初
め
て
、
豊
田
地
区
の
新
成
人

と
共
に
盛
大
な
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
自
然
が
あ
ふ
れ
る
中

野
市
で
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

う
と
共
に
、
家
族
や
親
戚
、
恩
師
、

友
人
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
こ
と
に
感

謝
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間

は
長
い
よ
う
で
過
ぎ
て
し
ま
え
ば

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
中
学
校

で
は
ク
ラ
ス
や
学
年
の
枠
を
超
え

て
全
員
で
歌
っ
た
合
唱
に
は
、
一

つ
ひ
と
つ
に
想
い
出
が
あ
り
、
今

で
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。
高

校
で
は
長
商
デ
パ
ー
ト
の
取
締
役

を
務
め
、
人
の
上
に
た
ち
ま
と
め

る
こ
と
、
お
客
様
の
心
を
掴
む
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
大
切
な
の
は
、

自
信
を
持
っ
て
笑
顔
で
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」
と
言
う
こ
と
で
し

た
。
現
在
大
学
で
経
営
を
学
び
、

こ
の
と
き
の
経
験
が
大
変
参
考
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
時
代
の
恩
師
に「
邂
逅
」

と
い
う
言
葉
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
思
い
が
け
な
く
出
会
う
こ
と
、

巡
り
合
う
こ
と
、
と
い
う
意
味
で

す
。
人
生
の
中
で
の
偶
然
の
出
会

い
は
自
分
の
成
長
に
繋
が
り
、
そ

の
中
で
の
苦
し
み
を
乗
り
越
え
大

人
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
出
会
い
、
巡
り
合
っ
た
友

人
と
共
に
笑
い
、
共
に
泣
い
た
こ

と
は
分
か
り
合
え
た
証
だ
と
感
じ
、

邂
逅
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
改
め

て
理
解
し
ま
し
た
。
一
人
で
は
到

底
こ
な
せ
な
い
作
業
も
お
互
い
に

力
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
簡
単
に

済
ん
で
し
ま
い
、
助
け
合
い
の
偉

大
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

「
助
け
合
い
」「
共
同
」
の
心
を
大

切
に
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
成
人
に
な
り
、
飲
酒

や
喫
煙
が
法
的
に
認
め
ら
れ
、
投

票
権
を
得
て
政
治
に
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
る
一
方
、
全
て
の
行
動

や
言
動
に
対
し
て
責
任
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
私
は
、
社
会
の
一
員

と
し
て
、
節
度
あ
る
行
動
を
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

社
会
に
出
て
行
く
訳
で
す
が
、
人

の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
何
か
役

立
つ
こ
と
は
な
い
か
を
常
に
考
え
、

小
さ
な
こ
と
で
も
率
先
し
て
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
助
け
合
い
、
励
ま
し
あ
っ
て

一
度
き
り
の
人
生
が
素
晴
ら
し
い

宝
物
に
な
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。
社
会
に
貢

献
で
き
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
、

ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日

こ
の
よ
う
な
心
温
ま
る
式
を
挙
行

し
て
下
さ
い
ま
し
た
中
野
市
を
は

じ
め
、
公
民
館
、
実
行
委
員
、
関

係
者
の
皆
様
、
私
た
ち
を
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
家
族

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、成
人
す
る
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
に
伴
い
ど
の
よ
う
な
大
人
に

な
り
た
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
で
す
が
、
近
年
は
多
く
の
情
報

が
交
錯
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
の
で
、
何
を
ど
う
解
釈
す
れ
ば

よ
い
の
か
自
分
で
判
断
す
る
力
を

養
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
常
に
社
会
に

関
心
を
持
ち
学
び
続
け
る
こ
と
、

ま
た
与
え
ら
れ
た
も
の
を
そ
の
ま

ま
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
自
分

で
物
事
の
本
質
を
考
え
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
言
葉
や
状
況
の
持

つ
意
味
を
考
え
る
こ
と
、
周
囲
の

方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
生
き
る
こ

と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
常
に
意
識

し
て
日
々
移
り
変
わ
る
社
会
の

中
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
過
ご
す
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

様
な
盛
大
な
式
を
開
催
し
て
く
だ

さ
っ
た
中
野
市
長
さ
ま
を
は
じ

め
、
実
行
委
員
会
、
関
係
者
の
皆

様
、
ま
た
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様

に
深
く
感
謝
の
気
持
ち
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

本
日
は
こ
う
し
て
素
晴
ら
し
い

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
式
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
こ
の
よ
う
な
節
目
を
迎
え
る

に
至
る
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
多

く
の
方
々
に
つ
い
て
、
ま
た
成
人

す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

考
え
を
深
め
る
よ
い
機
会
を
賜
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

思
え
ば
こ
の
二
十
年
間
多
く
の

人
々
に
囲
ま
れ
、
支
え
ら
れ
こ
こ

ま
で
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
か
ら

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
側
に
居
て
く
れ

た
両
親
、
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ

る
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
日
々
の

楽
し
さ
を
与
え
て
く
れ
た
か
け
が

え
の
な
い
友
人
達
。
こ
れ
ら
の
出

会
い
の
う
ち
、
ど
れ
か
一
つ
で
も

欠
け
て
い
た
な
ら
ば
今
の
自
分
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
出
会
い
、

そ
し
て
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
の
感

謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら

の
日
々
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ

「
決
　
意
」

南
宮
中
学
校
区
代
表

竹
　
内
　 

碧 
さ
ん

「
こ
の
節
目
の
日
に
」

中
野
平
中
学
校
区
代
表

山 

田
　
裕 

奈 

さ
ん
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本
日
、
こ
う
し
て
無
事
に
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い

へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
を
振
り
返
る
と

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
頭
を
よ
ぎ

り
ま
す
。
小
学
校
、
中
学
、
高
校
、

大
学
と
進
学
す
る
な
か
で
多
く
の

恩
師
や
友
人
と
出
会
い
ま
し
た
。

友
と
は
と
も
に
協
力
し
壁
を
乗
り

越
え
、
と
き
に
は
切
磋
琢
磨
し
お

互
い
を
高
め
、
ま
た
諸
先
生
方
か

ら
は
数
多
く
の
助
言
を
頂
き
ま
し

た
。
今
日
と
い
う
素
晴
ら
し
い
日

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に

周
り
の
人
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
の
場
を
か
り
て
感
謝
の

気
持
ち
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
小
学
校
、
中
学
校
の
頃
、

私
は
中
野
市
の
社
会
体
育
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
監
督
、
コ
ー
チ
の
指
導
は
情

熱
的
か
つ
献
身
的
で
一
か
ら
サ
ッ

カ
ー
の
基
礎
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
保
護
者
の
方
々
、
両

親
に
は
練
習
場
へ
の
送
り
迎
え

や
、
試
合
会
場
の
準
備
な
ど
数
え

挙
げ
れ
ば
き
り
が
無
い
ほ
ど
、
私

達
を
影
で
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
当
時
は
、
素
直
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て

一
途
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め
た
事

に
、
今
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
に
入
る
と
部
活
と
い
う
私

に
は
初
め
て
の
環
境
で
、
個
性
豊

か
な
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
出
会
い
ま

し
た
。
彼
ら
と
は
互
い
を
認
め
、

信
頼
で
き
る
人
間
関
係
を
築
き
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
私
は
本
気
で

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の
は
高
校
ま
で

と
、
漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
私
な
り
に
一
つ
の
信

念
と
も
い
う
べ
き
思
い
を
抱
い
て

日
々
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
そ

れ
は
「
今
、
懸
命
に
サ
ッ
カ
ー
と

向
き
合
う
こ
と
が
、
自
分
を
磨
き
、

将
来
困
難
を
乗
り
越
え
る
糧
と
な

る
」
と
い
う
思
い
で
す
。
こ
の
思

い
を
胸
に
練
習
は
常
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

高
校
最
後
の
試
合
で
敗
れ
た
と

き
、
く
や
し
さ
と
同
時
に
三
年
間

や
り
遂
げ
た
満
足
感
が
胸
に
あ
ふ

れ
試
合
後
初
め
て
、
人
前
で
涙
を

流
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は

そ
の
後
の
大
学
受
験
や
つ
ら
い
浪

人
生
活
を
耐
え
抜
く
原
動
力
と
な

り
、
今
の
私
の
自
信
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
学
生
に
な
っ
た
今
も
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
サ
ッ
カ
ー
は
、
私
の
人
生
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
学
ん
だ
こ
と
を

信
念
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
力
強
く
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
社
会
で
は
少
子

高
齢
化
、
環
境
問
題
、
経
済
格
差

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
山
積
み

し
て
い
ま
す
。
私
は
最
近
中
国
の

北
京
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え

る
中
国
は
急
激
な
近
代
化
の
一
方

人
権
問
題
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
の
異

文
化
に
触
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
で
政
治
・
経
済
に
関
心
を
持
つ

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
成
人
に

な
っ
た
今
大
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
私
達
一
人

一
人
、
社
会
の
現
状
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
、
そ
の
一
歩
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
日
成

人
式
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
に
あ

た
り
、
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、

こ
の
感
激
を
今
後
の
私
た
ち
の
人

生
に
活
か
し
、
名
実
共
に
成
人
と

な
る
こ
と
を
決
意
し
て
成
人
代
表

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
社
中
学
校
区
代
表

渋 

川
　
拓 
也 
さ
ん

「
ス
ポ
ー
ツ
に
学
ん
だ
信
念
」
新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ

　

成
人
式
実
行
委
員
会
が

始
ま
っ
た
の
は
昨
年
の
11

月
。
月
１
～
２
回
の
ペ
ー

ス
で
話
し
合
い
を
し
て
き

た
が
、
始
め
は
初
対
面
の

人
が
多
く
意
見
も
あ
ま
り

出
づ
に
、
正
直
気
ま
ず
い

雰
囲
気
が
続
い
た
。
し
か

し
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
徐
々
に
意
気
投
合
し
、

み
ん
な
が
よ
り
よ
い
成
人

式
を
作
り
上
げ
よ
う
と
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
計

画
し
て
き
た
こ
と
が
、
成

功
へ
の
近
道
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

本
番
で
は
、
問
題
が
起

こ
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
方

に
は
「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」
と
感
じ
て
も
ら
え
た

こ
と
が
な
に
よ
り
の
成
果

で
あ
っ
た
。
自
分
た
ち
の

力
で
作
り
上
げ
た
と
い
う

満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
う
。

　
～
ど
ん
な
と
き
に
も
お

互
い
助
け
合
っ
て
き
た
、

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
た

ち
を
大
切
に
し
た
い
～

　
　
成
人
式
実
行
委
員
長

　
　
　
　

  　
北
沢　
麻
貴

成
人
式

  

実
行
委
員
会
を
通
し
て

平成20年度 中野市統一成人式 実行委員
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本
日
は
青
木
市
長
様
を
は
じ
め
、

来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
今
日
の
成
人
式
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
、

実
行
委
員
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
豊
田
の
成
人
式

で
五
十
数
名
の
友
と
迎
え
る
成
人

式
で
あ
り
ま
し
た
が
、
中
野
市
統

一
成
人
式
と
い
う
事
で
、
こ
の
よ

う
な
大
勢
の
仲
間
と
成
人
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
、
喜

ば
し
く
、
ま
た
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

さ
て
、
皆
様
は
何
か
「
座
右
の

銘
」
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

二
十
年
と
い
う
記
憶
の
中
身
を

辿
っ
て
い
く
と
た
っ
た
一
つ
、
こ

れ
か
ら
も
一
生
忘
れ
ず
に
い
た
い

大
切
な
言
葉
、
座
右
の
銘
が
私
に

は
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
燃
え
滾
る
熱
い

ハ
ー
ト
（
熱
き
心
）
を
忘
れ
る

こ
と
無
か
れ
」
で
す
。
漠
然
と

し
た
言
葉
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
言
葉
は
夢
や
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
失
敗
か
ら
立
ち
直
る

た
め
、
な
ど
と
い
っ
た
「
前
向

き
さ
」「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
」「
情

熱
を
燃
や
す
」
と
い
っ
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
持
ち
、
様
々
な
状
況

に
対
応
で
き
、
そ
の
都
度
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
私

は
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

夢
や
目
標
と
い
っ
た
目
的
地
に
、

自
分
と
い
う
車
が
向
う
た
め
の

動
力
源
、
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　

私
が
、
こ
の
言
葉
が
大
切
だ

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
我
が
母
校
で
あ
る
豊
田

中
学
校
で
生
徒
会
長
と
し
て
過
し

た
あ
の
頃
の
時
間
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
未
熟
さ
か

ら
、「
生
徒
会
長
」
と
い
う
肩
書

き
へ
の
不
安
や
戸
惑
い
を
抱
え
て

い
た
私
で
し
た
が
、
家
族
や
、
豊

田
で
出
会
え
た
掛
替
え
の
無
い
友
、

先
輩
方
、
後
輩
、
恩
師
の
方
々
な

ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
全
て
の

方
々
が
与
え
て
く
れ
た
支
え
を
勇

気
に
変
え
、
心
を
燃
や
し
前
向
き

に
、
自
分
を
信
じ
て
、
た
だ
た
だ

我
武
者
羅
に
駆
け
抜
け
た
そ
の
先

に
途
轍
も
な
い
感
動
が
待
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て

あ
れ
以
来
、
私
は
勉
学
、
ス
ポ
ー

ツ
、と
様
々
な
と
こ
ろ
で「
熱
き
心
」

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
卒
業
し
て
い
っ
た

大
学
の
先
輩
方
か
ら
、
先
代
か
ら

受
け
継
い
だ
と
言
う
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
と
は
、「
ど

ん
な
時
で
も
前
向
き
に
、
熱
い
思

い
を
持
ち
続
け
ろ
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
こ
の
言
葉
を
頂
い
た
と

き
、
私
は
自
分
の
生
き
方
を
肯
定

さ
れ
た
と
感
じ
大
変
嬉
し
く
、
そ

し
て
そ
れ
は
大
き
な
自
信
と
な
り

ま
し
た
。

　

無
論
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
、

自
分
の
心
や
想
い
と
は
裏
腹
に
幾

度
と
無
く
失
敗
と
挫
折
を
繰
り
返

「
熱
き
心
」

豊
田
中
学
校
区
代
表

成 
合
　
哲 

也 

さ
ん

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
き
っ
と
こ

れ
か
ら
も
繰
り
返
し
続
け
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
成

功
と
失
敗
の
ル
ー
プ
は
、
人
が
成

長
す
る
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
命
が
尽
き
る
ま
で
続
く
こ
の

ル
ー
プ
に
耐
え
て
い
く
た
め
に
は
、

知
識
や
技
術
を
云
々
言
う
前
に
、

夢
や
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
言
う

強
い
心
と
、
失
敗
や
挫
折
か
ら
立

ち
直
る
強
い
心
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
前

向
き
で
、
積
極
的
な
熱
い
心
を
忘

れ
な
け
れ
ば
、
人
は
時
の
流
れ
に

併
せ
て
ど
の
よ
う
に
で
も
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、「
燃
え
滾
る
熱
い
ハ
ー

ト
（
熱
き
心
）
を
忘
れ
る
こ
と
無

か
れ
」、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
言
葉

と
共
に
生
き
、
こ
れ
か
ら
待
ち
受

け
て
い
る
で
あ
ろ
う
困
難
を
乗
り

越
え
、
自
分
の
生
き
方
を
誇
れ
る

よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
本
日
を
迎
え
る
ま
で
に

私
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
恩
師
の
皆
様
、
地
域

の
皆
様
、
家
族
に
心
よ
り
感
謝
し
、

御
礼
を
申
し
上
げ
て
代
表
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
日
は
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「新成人代表あいさつ」をされた４名の皆さん

あちこちで記念撮影、旧友との再会を喜び合う姿が見られました
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

中央公民館から
■ガーデニング教室
　「涼を呼ぶ初夏の寄せ植え」を造りながら、環境
を考えた園芸を学んでみませんか。
日　時　６月19日（木）午前10時30分～12時
場　所　中央公民館　２階教室　　定　員　30名
講　師　宮島　茂子 先生
受講料　無料(材料費として2,000円)
申込み　６月５日(木)より

６月の展示コーナー

現代押し花アート展
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

今月の伝言板
■ふるさとのホタルを楽しむ会
　市内のホタルの生態を観察・楽し
み、ホタルの住める環境について考
えていただく機会です。
日　　時　６月28日(土)　午後７時30分～
　　　　　雨天の場合は６月29日(日)
集合場所　長元坊団地　遊園地
観察場所　金井せぎ周辺の予定
講　　師　中野ホタルの会
申 込  み　不　要　　参加費　　無　料
服　　装　長靴又は運動靴、長袖シャツ、長ズボン
　　　　　懐中電灯(ホタルを驚かせないよう赤
　　　　　色灯又は赤いセロハン付き)、雨具

＊＊＊ お詫びと訂正 ＊＊＊
　新聞等に掲載された新成人名簿に、間山区
の中山弥沙 さんのお名前が落ちていました。
　訂正とともにお詫び申し上げます。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

親
や
周
り
の

注
意
を
引
き
、

自
分
の
意
思

表
示
の
た
め

の
自
分
の
世

界
を
作
り
出

し
て
い
る
。

慣
れ
な
い
手

つ
き
で
ク
レ

ヨ
ン
や
筆
を

握
っ
て
み
る
。

線
が
引
け
る
、

丸
が
描
け
る
、

模
様
や
形
に

な
る
。
は
じ

め
て
の
体
験

だ
ろ
う
か
、

新
し
い
こ
と

を
創
造
し
、

新
し
い
こ
と

に
興
味
を
示
し
て
い
る
。
集
中

し
て
い
る
子
ど
も
を
み
て
い
る

と
、
周
り
や
親
に
強
制
さ
れ
な

い
楽
し
い
自
分
だ
け
の
世
界
を

作
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

数
少
な
い
機
会
の
中
で
、
思
い

切
り
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
な
ど
、

夢
の
あ
る
子
ど
も
を
地
域
で
育

て
て
い
く
公
民
館
の
活
動
が
大

切
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

握
っ
た
絵
筆
、色
を
つ
け
た
、模
様
に
出
来
上
が
っ

た
。
様
々
な
色
模
様
…
ぼ
く
の
名
前
も
あ
る
よ
。

色
と
り
ど
り
の
鯉
の
ぼ
り
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
五
月
晴
れ
の
毎
日
、
西
部
公
民

館
の
お
空
に
泳
い
で
い
ま
す
。

お
空
に
あ
げ
よ
う

   　
　

手
書
き
こ
い
の
ぼ
り

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進

む
中
、
い
た
ず
ら
を
す
る
障
子
も

襖
も
な
い
。
昔
は
家
の
中
を
走
っ

た
り
、
親
の
目
を
盗
み
、
障
子
や

板
戸
に
落
書
き
を
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
自
由
な
発
想
や
、
創

造
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
自
由
奔
放
な

子
ど
も
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

（
平
成
二
十
年
五
月
九
日
）

　
参
加
者
は
就
園
前
の
幼
児
や

そ
の
母
親
た
ち
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
う
さ
ぎ
っ
子
、
西
部

公
民
館
で
活
動
す
る
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
「
げ
ん
き
っ
こ
」
の

総
勢
五
十
二
名
、
真
っ
白
な
鯉

の
ぼ
り
に
思
い
お
も
い
の
色
づ

け
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
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豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 北 部 公 民 館
☎ 2 6 - 0 6 7 7   ㈲ 28878

北部公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 西 部 公 民 館
☎ 2 3 -1 0 2 4 ㈲ 2 6 6 7 4

西部公民館から
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■ヨガをやってみよう
　西部公民館は皆さんの健康を応援します！
日　時　７月９、16、23、30日、８月６、20、27日
　　　　(全水曜日・７回)　　定　員　30名
場　所　西部公民館　２階研修室
講　師　宮﨑　栄子さん　受講料　無　料
持ち物　ヨガマットまたはバスタオル、飲料水
申込み　６月17日(火)から受付開始します

■すくのび学級「親子で楽しむ音楽と遊びの広場」
　リズム遊びを通じて、子育て、子どもとのかかわ
り方を考えましょう。
日　時　６月23日、７月７、14、28日、８月４、18日、
　　　　９月１、22、29日、10月６、20、27日
　　　　11月17日(全月曜日・13回)
時　間　午前10時30分～11時30分
受講料　無料　　持ち物　なし
場　所　西部公民館　会議室・視聴覚室
講　師　佐藤　陽子 さん
申込み　その都度会場で申込みして下さい。

■スポーツ吹き矢
　細長い筒にセロファン製の矢を入れて、「ふっ」
と矢を飛ばす呼吸法を用いたスポーツです。
日　時　７月１、15、29日、８月５、19日、
　　　　９月２、16日(全火曜日・７回)
　　　　午後７時～８時30分
場　所　西部公民館　会議室・多目的ホール
講　師　小林　重夫さん　堀内　六十三さん
定　員　市内在住・在勤の大人20名
受講料　無料(ただし傷害保険料として100円)
持ち物　運動のできる服装、タオル、室内シューズ
申込み　６月11日(水)から

■子育ていきいきサロン
　子育て中の方、子育てに関心のある方が楽しく学
び話し合うサロンです。気軽にご参加してください。
＜予定日程＞空き時間で赤ちゃん体操なども行ないます
６月11日「はじめの会」～あなたの子育て聞かせてよ～
６月25日「子どもの睡眠が危ない」(ビデオ鑑賞、懇談会)
７月９日「早ね早おき朝ごはんの４回食」(調理実習)
７月23日「子育てママのビューティーエアロ」黒岩あずさ先生
８月27日「絵本との出会い、そして楽しみ」小野智恵子先生
９月10日「自由テーマ」皆さんのご要望をお聞きして
９月24日「まとめの会」(保育園見学・茶話会)
時　間　午前10時～正午　　定　員　20名
場　所　北部公民館(託児あります)
受講料　無料(食材費等の実費負担有り)

■スーパー竹とんぼを飛ばそう
　試行錯誤して作った「竹とんぼ」が大空に舞い
上がったときの「感動」に出会ってみましょう。
日　時　７月19日、８月２、９日 午前10時～正午
場　所　西部公民館　会議室・多目的ホール
講　師　国際竹とんぼ協会会員　清水　富雄さん
定　員　子ども・大人30名
持ち物　小刀またはナイフ　
受講料　無料(材料費として竹とんぼ１機150円)
申込み　６月24日(火)から

■夏休み絵手紙講座
　夏休みの思い出に絵手紙日記を書いてみよう。
日　時　７月29日、８月５、12日(全火曜日・３回)
　　　　午前10時～正午　 講　師　市川　典子さん
場　所　西部公民館　図書室
定　員　市内小中学生20名
受講料　材料費としてはがき100円、うちわ150円
持ち物　水彩絵の具一式　申込み７月８日(火)から

■辰之博士の唱歌の世界―その誕生の経緯や背景―
　作品の誕生の経緯や背景を通して、「人間・高
野辰之博士」に親しみを覚えましょう。
日　時　６月13日(金)　午後２時30分～３時30分
場　所　豊田文化センター　受講料　無料
内　容　作品誕生の経緯や背景のお話
講　師　高野　源　先生　　申込み　不要
■太極拳
　歴史と伝統ある武術で身心の向
上をはかりませんか。
日　時　６月19日、７月３、17、 
　　　　31日、８月７日
　　　　毎回木曜日　全５回
　　　　午後７時30分～９時
場　所　豊田文化センター　受講料　無料
講　師　小島　和英　先生　　定　員　20名
持ち物　運動のできる服装
申込み　豊田公民館へ



印刷　高錦堂印刷所

市民登山教室 参加者募集！
　誰にでも登れる登山を通じ、
山や自然への知識を深め自然
環境について考えてみませんか。

日　時

定　員

参加費

出品数

出品数

申込み

申込み
問合せ

８月２日（土）～３日（日）

40名

20,000円

中央公民館へ
※６月16日（月）から申込開始
　電話22－2691　有線 20691

平成18年度市民登山教室  白山 (石川県 )の頂にてハーモニカを吹く参加者

中野市民作品展のおしらせ 　市民作品展に出展してみませんか。
個人・グループで制作された作品を募集
しておりまので、奮ってご応募ください。

展示
期間

展示
部門

7月19日（土）～21日（月）
午前９時～午後６時
※21日は午後５時まで

絵画、書、写真 他各種作品

１人３点まで（小作品は超過可能）

展示は作品者各自で行って
いただきます。

６月23日（月）から中央公民館へ

＜搬入・展示＞７月18日（金）午後３時～
＜搬　　　出＞７月21日（月） 午後５時～

電話 22－2691　有線 20691

福島県　安達太良山
　 　　　 （あだたらやま）

目的地

　福島県のほぼ中央に横たわる安達
太良山は日本百名山にも数えられ、
高村光太郎の「智恵子抄」でも有名
になった。
　乳首山とも呼ばれる安達太良山を
主峰に、鉄山、箕輪山、鬼面山など
の岩峰を連ねる火山群で、数度の火
山活動により変化にとんだ山岳景観
を展開している。
　宿泊するくろがね小屋は鉄山の山
腹に建ち、温泉つきの山小屋として
人気が高い。

みの わ　　　　  き めん
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